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第 １ 章 解 説

本 儀 式 は 、 小 規 模 な 団 内 グ ル ー プ ( ロ ッ ジ 単 位 程 度 ） が 比 較 的 簡 易 な 準 備 で 行 え る こ と を 前 提
に 作 成 し た 。 従 っ て 、 《 黄 金 の 夜 明 け 》 団 な ど で 執 拗 な ま で に 追 求 さ れ た 儀 式 の シ ン メ ト リ ー
や 細 部 の 精 密 さ に 欠 け る 部 分 が あ る か も し れ な い 。 し か し 、 本 儀 式 に お い て は 、 豊 潤 な 虚 飾 よ
り 実 践 的 簡 潔 さ を 、 正 確 で 冗 長 な 記 述 よ り 、 瞬 間 の 真 実 と 実 効 性 を 追 求 し た 。

《 春 秋 分 点 》 は 、 「 均 衡 と 調 和 」 を 表 象 す る 宇 宙 的 な 時 刻 で あ る 。 年 に ２ 回 の 分 点 に お い て 、
太 陽 の 運 行 ま た は 振 動 と 地 上 の 四 大 元 素 が 融 合 す る 。 本 儀 式 は 春 分 点 の 前 後 ４ ８ 時 間 以 内 に 実
施 す る こ と 。 本 儀 式 で は 、 立 体 天 球 の 北 極 を 取 り 巻 く 《 大 い な る 竜 》 の 力 を 召 喚 す る 。 従 っ て
儀 式 の 最 初 と 最 後 に ハ イ エ ロ フ ァ ン ト は 、 自 己 の 責 任 で 小 五 芒 星 及 び 小 六 芒 星 の 追 儺 儀 式 を 行
わ ね ば な ら な い 。

な お 、 本 儀 式 は 魔 術 神 殿 と し て 使 用 す る 場 所 に 、 ア ス ト ラ ル 神 殿 を 降 下 さ せ る 儀 式 と 春 分 の
祝 祭 の ２ 部 で 構 成 さ れ て い る 。

１ 司 官 の 配 置
本 儀 式 に 必 要 な 最 低 の 人 数 は ２ 人 で あ る 。 極 論 す れ ば 、 ハ イ エ ロ フ ァ ン ト と ハ イ エ ル ー ス

が い れ ば 儀 式 は 実 行 で き る 。 し か し 、 円 滑 な 儀 式 の 執 行 を 考 慮 し た 場 合 は 、 そ れ 以 上 の 司 官
が 必 要 と な る 。 四 方 位 の 守 護 者 を ヘ ゲ モ ン ら が 兼 た 場 合 は ６ ～ ８ 名 、 完 全 な 儀 式 を 行 う 場 合
は 、 １ ４ 名 必 要 で あ る 。

最 も 大 切 な の は 、 ハ イ エ ロ フ ァ ン ト （ ハ イ エ ロ フ ァ ン ト リ ア ） 、 ハ イ エ レ イ ア （ ハ イ エ ル
ー ス ） 及 び ヘ ゲ モ ン （ ヘ ゲ モ ー ネ ） の 選 定 で あ る 。

次 に 述 べ る の は 、 《 神 殿 聖 別 儀 式 》 の 司 官 に 充 当 す る 人 物 の 理 想 像 で あ る 。 作 業 を 主 催 す
る 仲 間 の 数 が 少 な い 場 合 は 、 性 格 の 適 合 ど こ ろ か 、 男 女 の 別 さ え 該 当 す る 司 官 を 集 め ら れ な
い 場 合 が あ る だ ろ う 。 そ の と き は 適 宜 、 最 良 の 選 択 を す る よ う に 心 が け な さ い 。 ま た 、 司 官
は 固 定 せ ず に 半 年 か そ こ ら で 配 置 換 え を す る の が 望 ま し い 。 こ の 配 置 換 え を 定 期 的 に 行 っ て 、
ハ イ エ ロ フ ァ ン ト 、 ハ イ エ レ イ ア 、 ヘ ゲ モ ン の 配 置 が 、 数 年 た て ば 訓 練 を 受 け た 全 員 に 回 る
よ う 配 慮 す る 必 要 が あ る 。

可 能 な ら ば 、 法 衣 を 纏 う 。 通 常 は 、 位 階 の 指 定 色 、 《 黄 金 の 夜 明 け 》 で は 第 １ 団 は 黒 、 第
２ 団 は 白 で あ る が 、 特 殊 な 神 殿 を 用 い る 場 合 は こ の 限 り で は な い 。

《 ハ イ エ ロ フ ァ ン ト ＝ 渦 ＝ ホ ル ス 神 》
男 性 が 望 ま し い と 言 わ れ る が 、 次 の 条 件 を 満 た せ ば 男 女 ど ち ら で も 良 い 。 か れ は 作 業 の 場

に お け る 人 間 及 び 非 － 人 間 双 方 の 霊 的 要 素 を 制 す る 能 力 が 要 求 さ れ る 。 そ れ 故 に 活 動 的 で 大
胆 な 性 格 が 要 求 さ れ る 。 一 例 と し て 言 え ば 、 肉 体 的 に 強 壮 で 外 向 的 な 人 間 が 相 応 し い だ ろ う 。
こ の 司 官 は 儀 式 の 指 導 的 役 割 を 果 た し 、 動 き 回 り 、 少 し も 憶 す る こ と な く 指 示 を 出 さ ね ば な
ら な い 。

《 ハ イ エ レ イ ア ＝ 水 ・ 闇 ＝ イ シ ス 女 神 》
基 本 的 に 女 性 で あ る 。 四 大 の 水 と 、 太 陽 の 沈 む 西 を 表 象 す る ハ イ エ レ イ ア は 、 豊 か な 大 洋

の ご と き 豊 饒 さ と 、 荒 れ 狂 う 嵐 の 海 の 猛 々 し さ を 併 せ 持 つ 複 雑 な 人 格 が 望 ま し い 。 体 内 の 奥
深 く に 闇 を 宿 す が 、 や が て そ れ は 再 生 の 光 に 変 容 す る 。

《 ヘ ゲ モ ン ＝ 風 ・ 光 ＝ オ シ リ ス 神 》
基 本 的 に 男 性 で あ る 。 四 大 の 風 と 、 太 陽 の 昇 る 東 を 表 彰 す る ヘ ゲ モ ン は 、 颯 爽 と 動 く 活 動

か で あ り 、 若 々 し く 復 活 後 の 不 死 の オ シ リ ス を 表 象 し て い る 。

《 ケ ル ッ ク ス ＝ 東 の ア ヌ ビ ス 神 》
か れ は 神 々 の 伝 令 と し て 、 門 の 前 と 後 に 控 え る 。 か れ は 両 界 の 遊 歩 者 に し て 、 観 察 者 で あ

り 、 と き に は 審 判 者 で も あ る 。

《 ス ト リ ス ト リ ア ＝ 地 ＝ ネ フ シ ス 女 神 》
女 性 が 望 ま し い 。 四 大 の 地 と 、 タ ッ ト ワ の 《 計 画 と 破 壊 の 潮 》 を 表 象 す る ス ト リ ス ト リ ア

は 、 不 動 の 大 地 の 安 定 さ と 、 潜 在 的 な 再 生 力 を 体 現 す る 存 在 で あ る 。

《 ダ ド ウ コ ス ＝ 火 ＝ セ ト 神 》
男 性 が 望 ま し い 。 四 大 の 火 と 、 タ ッ ト ワ の 《 撒 種 と 収 穫 の 潮 》 を 表 象 す る ダ ド ウ コ ス は 、

全 て を 焼 き 尽 く し 滅 ぼ す 火 の な か の 活 動 力 と 、 神 秘 性 を 体 現 す る 存 在 で あ る 。

《 セ ン チ ネ ル ＝ 西 の ア ヌ ビ ス 神 》
か れ は 強 い 意 志 を も っ て 作 業 場 の 入 り 口 を 護 る 。 そ の 原 型 は 、 エ デ ン の 入 り 口 を 警 護 す る
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燃 え る 剣 を も つ ケ ル ビ ム で あ る 。

《 東 の 聖 獣 の 守 護 者 ＝ ラ ー 神 》
東 は 「 調 和 と 癒 し の 門 」 で あ る 。 こ の 性 質 を 体 現 し た 人 物 を 当 て る べ き だ 。 バ ラ ン ス の 取

れ た 人 格 を も ち 、 他 人 の 痛 み に 敏 感 な 者 が 良 い 。 可 視 の 場 は 、 夜 明 け の 太 陽 ラ ー 神 を 背 負 う
の で 、 溌 剌 と し た 清 々 し い 人 物 像 も 求 め ら れ る 。

《 南 の 聖 獣 の 守 護 者 ＝ ア ハ ト ー ル 神 》
南 は 「 愛 と 勇 気 の 門 」 で あ る 。 こ の 性 質 を 体 現 し た 人 物 を 当 て る べ き だ 。 理 想 的 に は 、 無

鉄 砲 さ と は 無 縁 な 寡 黙 な タ イ プ の 勇 気 を 持 ち 、 人 種 や 国 籍 、 信 条 に 偏 見 を 覚 え な い 静 か に 溢
れ 出 す よ う な 愛 を 持 つ 人 物 が 良 い 。 火 の 蛇 を う ち に 宿 し た 人 物 を 探 す こ と 。 可 視 の 場 は 、 真
昼 の 太 陽 ア ハ ト ゥ ー ル 神 で あ る 。

《 西 の 聖 獣 の 守 護 者 ＝ ト ゥ ー ム 神 》
西 は 「 力 の 門 」 及 び 直 観 的 な 「 内 的 知 識 」 へ の 扉 で あ る 。 同 時 に 四 大 の う ち 水 の 場 で も あ

る の で 、 月 の 力 を 引 き 寄 せ る 女 性 が 相 応 し い 。 彼 女 は 感 受 性 が 強 く 、 想 像 力 に 溢 れ 、 視 覚 化
に 秀 で た 人 物 で あ る べ き だ が 、 支 配 欲 の 強 い 人 物 は 相 応 し く な い 。 可 視 の 場 は 、 日 没 の 太 陽
ト ゥ ー ム 神 で あ り 、 豪 奢 な 残 光 を た な び か せ て い る 。

《 北 の 聖 獣 の 守 護 者 ＝ ケ ペ ラ 神 》
北 は 大 自 然 と 惑 星 の 諸 力 に つ い て 、 強 い 共 感 を 覚 え る 人 物 が な る べ き だ 。 年 経 る ご と に 死

と 復 活 を 体 現 し 、 忍 耐 強 い 人 物 を 選 ぶ 。 可 視 の 場 は 真 夜 中 の 太 陽 ケ ペ ラ 神 で あ り 、 地 底 の 不
可 視 の 軌 道 に お い て な お 力 強 く 躍 動 し て い る 。

《 儀 典 司 官 ＝ ト ー ト 神 》
儀 式 文 書 を 携 え 、 儀 式 の 節 目 に 発 言 し 、 不 測 の 事 態 に 当 た っ て は 司 官 及 び 参 加 者 を 誘 導 す

る。その役目は儀典官（ P r o t o c o l o r ）、後見人（ P r o m p t e r ）、先唱者（ P r e c e n t o r ）とも呼ば
れ る が 、 正 式 に は 儀 典 司 官 （ P R O T O M Y S T A ） で あ る 。

２ 儀 式 場 の 準 備
完 全 な 形 の 神 殿 を 準 備 す る こ と は 不 可 能 で あ る 。 地 上 の 神 殿 は 、 ア ス ト ラ ル 神 殿 を 誘 引 す

る た め の 道 具 立 て な の で 、 要 点 を 押 さ え る 形 で 器 材 を 配 置 す る 。 次 に 述 べ る の は 、 魔 術 の 神
殿 に お い て 通 常 配 置 さ れ る 主 要 な 器 材 で あ る が 、 総 て を 揃 え る 必 要 は な い 。 グ ル ー プ で 準 備
で き る 範 囲 で 、 儀 式 の 場 所 に 適 合 し た 器 材 を 準 備 す れ ば 良 い 。 そ れ が 無 理 な 場 合 は 、 た だ の
部 屋 を 何 の 粉 飾 も せ ず に 用 い る 場 合 も あ る 。

《 神 殿 の 配 置 》
東

☆ ☆ ☆
《 牡 牛 》 ヘ ゲ モ ン 《 人 間 》

☆
儀 典 司 官

● ○
黒 柱 主 祭 壇 白 柱

ス ト リ ス ト リ ア 四 大 ダ ド ウ コ ス
北 ☆ 象 徴 ☆ 南

Ｐ Ａ ☆ Ｒ Ａ
水 盃 ハ イ エ ロ フ ァ ン ト 香 炉

（ セ ン チ ネ ル ☆ ） ☆ セ ン チ ネ ル
扉

適 宜 の 位 置 ）
（ ケ ル ッ ク ス ☆ ） ☆ ケ ル ッ ク ス ハ イ エ レ イ ア

☆ 《 鷲 》 ☆ 《 獅 子 》 ☆

西
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神 殿 の 床 ： マ ル ク ト 黒 の 柱 ： ホ ド 東 の 壁 ： 門
柱 の 西 側 ： イ ェ ソ ド 白 の 柱 ： ネ ツ ァ ク 西 の 壁 ： ク リ ポ ト

《 祭 壇 》
理 想 的 に は 、 二 重 立 法 祭 壇 を 準 備 す る 。 《 黄 金 の 夜 明 け 》 式 の 黒 、 セ フ ィ ロ ト 配 色 、 そ の 他

の 神 殿 固 有 の 色 調 等 を 用 い る 。 し か し 、 公 共 施 設 を 借 り る と き に 自 前 の 祭 壇 を 持 ち 込 む の は 困
難 か も し れ な い 。 そ の と き は 普 通 の 机 に 祭 壇 覆 い （ オ ル タ ー ・ ク ロ ス ） を か け て 代 用 す る 。 祭
壇 は 部 屋 の 中 央 に 据 え る 。 本 儀 式 に お い て は 、 南 と 西 に 補 助 祭 壇 を 設 け て 、 石 と 香 炉 に 水 杯
（ ゴ ブ レ ッ ト ） を 置 く 。

《 柱 》
ヤ キ ン と ボ ア ズ の 二 柱 を 準 備 す る 。 で き な い 場 合 は 、 想 像 力 で 補 う 。 神 殿 の 正 面 を 東 と し 、

東 の 壁 の さ ら に 彼 方 に 、 右 に 白 く 輝 く 象 牙 の 柱 、 右 に 黒 光 り す る 黒 檀 の 柱 を 視 覚 化 す る 。

《 椅 子 》
四 方 位 の 壁 の 中 央 に 椅 子 を 置 き 、 司 官 の 座 と す る 。 部 屋 の 構 造 が 四 方 位 と 対 応 し て い な い と

き は 、 儀 式 的 な 東 方 の 壁 を 最 初 に 定 め て 、 そ こ か ら 東 西 南 北 を 規 定 す る 。 四 角 形 で は な い 部 屋
を 用 い る 場 合 は 、 適 宜 そ の 構 造 に 応 じ て 配 置 す る 。

守 護 者 の 椅 子 を 南 東 － 人 間 、 南 西 － 獅 子 、 北 西 － 鷲 、 北 東 － 牡 牛 と し て 配 置 す る 。
そ の 他 の 参 加 者 の 椅 子 は 四 方 位 に 均 等 に な る よ う に 配 置 す る 。

《 四 大 旗 》
該 当 す る 方 位 の 壁 に 下 げ る 。 『 エ ゼ キ エ ル 書 』 に 現 れ る ケ ル ビ ム を 表 象 す る 旗 、 絵 画 、 彫 像 、

或 い は 記 号 を 表 示 す れ ば 良 い 。 準 備 で き な か っ た 場 合 は 、 参 加 者 全 員 が 鮮 や か に 視 覚 化 で き る
よ う に 言 葉 で 誘 導 す る 。

《 小 物 》
四 大 を 象 徴 す る 魔 術 用 具 、 東 － 剣 、 南 － 杖 、 西 － 杯 、 北 － 塩 の 皿 、 等 に 加 え 、 鈴 、 キ ャ ン ド

ル 、 香 炉 や 各 種 魔 術 武 器 等 を 可 能 な 限 り 準 備 す る 。 こ れ も 代 用 品 を 探 す こ と は 可 能 で あ る 。
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第 ２ 章 神 殿 聖 別 儀 式

１ 神 殿 の 設 定
参 加 者 は 別 室 で 法 衣 を 着 用 す る 。 （ 状 況 に よ り 平 服 で 行 う 場 合 は 、 な る べ く 黒 ま た は 白 系

統 の 模 様 の な い シ ン プ ル な 服 装 を 用 意 す る 。 長 袖 、 長 パ ン ツ 、 ロ ン グ ス カ ー ト 等 の な る べ く
肉 体 を 覆 い 隠 す も の が 良 い 。 し か し 、 奇 を て ら っ て は い け な い 。 ）

法 衣 の 着 用 が 終 了 し た ら 、 沈 黙 し 儀 式 の 背 後 に あ る 意 味 を 黙 想 し つ つ 待 つ 。
ハ イ エ ロ フ ァ ン ト （ Ｈ ｔ ） が 最 初 に 入 場 し 、 次 の 準 備 を 行 う 。

小 五 芒 星 の 追 儺 儀 式
祭 壇 の 西 に 東 を 面 し て 立 ち 、 カ バ ラ 十 字 を 切 る 。

「T u es Regnum et P o t e n t i a et Gloria in saecula saeculorum, A m e n」
東 に 行 き 地 の 追 儺 の 五 芒 星 を 描 く 。

「P e r Adonai Jehova Ex O r i e n t e Lucem O r b i s」
南 に 行 き 地 の 追 儺 の 五 芒 星 を 描 く 。

「P e r Adonai S a b a o t h Ad Majorem D e i Gloriam」
西 に 行 き 地 の 追 儺 の 五 芒 星 を 描 く 。

「P e r Adonai Elohim In H o c Signo V i n c e s」
北 に 行 き 地 の 追 儺 の 五 芒 星 を 描 く 。

「P e r A g l a Methon Omnia Cum Sancto S a n c t o r u m」
東 に 行 き 円 を 完 成 さ せ 、 右 回 り で 祭 壇 の 西 に 戻 り 、 東 に 面 す る 。
両 手 を 左 右 に 広 げ 、 大 天 使 を 活 性 化 さ せ る 。

「P r a e Ra p h a e l , p o n e Gabriel, ad pares Michael, a sinistra A u r i e l
Cenventus Sylvorum, Verbum Pythonicum, Mysterium Salamandrae,
Antra G n o m o r u m」

「Ac c e n d a t Pentagram circum, splendere Hexagram i n columna」
カ バ ラ 十 字 を 切 る 。

「T u es Regnum et P o t e n t i a et Gloria in saecula saeculorum, A m e n」

小 六 芒 星 の 追 儺 儀 式
中 央 で Ｌ Ｖ Ｘ の サ イ ン を 行 う 。
東 に 行 き 土 星 の 追 儺 の ユ ニ カ ー サ ル ・ ヘ キ サ グ ラ ム を 描 く 。

「PA T E R E T MATER U N U S D E U S A R A R I T A」
南 に 行 き 土 星 の 追 儺 の ユ ニ カ ー サ ル ・ ヘ キ サ グ ラ ム を 描 く 。

「MA T E R E T FILIUS U N U S D E U S A R A R I T A」
西 に 行 き 土 星 の 追 儺 の ユ ニ カ ー サ ル ・ ヘ キ サ グ ラ ム を 描 く 。

「FI L I U S ET FILIA U N U S D E U S A R A R I T A」
北 に 行 き 土 星 の 追 儺 の ユ ニ カ ー サ ル ・ ヘ キ サ グ ラ ム を 描 く 。

「FI L I A E T PATER U N U S D E U S A R A R I T A」
中 央 に 戻 り 、 薔 薇 十 字 を 描 く 。

「AR A R I T A ARARITA A R A R I T A」
ト ラ イ デ ン ト の サ イ ン 、 引 き 続 き 両 手 を 王 冠 に 添 え 、 大 地 に 落 と す 。

「OM I N A I N D U O S DUO IN U N U S U N U S I N NIHIL :
H A E C N E C QUATUOR NEC OMNIA NEC D U O N E C U N U S NEC NIHIL S U N T .」

「GL O R I A PATRI ET MATRI ET FILIO E T FILIAE E T SPIRITUI SANCTO EXTERNO ET
S P I R I T U I SANCTO I N T E R N O UT ERAT EST E R I T I N SAECULA SAECULORUM
S E X IN UNO P E R NOMEN SEPTEM IN U N O A R A R I T A .」
Ｌ Ｖ Ｘ サ イ ン を 行 う 。
東 の 玉 座 に 座 り 、 呼 吸 と 中 央 の 柱 で 魔 法 鏡 を 活 性 化 し た の ち 、 神 殿 の 境 界 ま で オ ー ラ を 拡

張 し 、 神 殿 を 黄 金 の 光 で 満 た す 。
こ れ ら が 完 全 に 成 し 遂 げ ら れ た ら 、 合 図 の 鈴 （ 銅 鑼 ） を 鳴 ら す 。

セ ン チ ネ ル （ フ ラ ッ ク ス ） と ケ ル ッ ク ス （ ケ ル カ イ ー ナ ） は 、 扉 の 外 側 で 神 殿 を 守 護 し て
い る 。 Ｈ ｔ の 鈴 の 合 図 の 鈴 （ 銅 鑼 ） で 入 室 を 開 始 す る 。 最 初 に ケ ル ッ ク ス （ Ｋ ｘ ） が 入 室 し
て 右 側 に 立 ち 、 続 い て セ ン チ ネ ル （ Ｓ ｅ ） が 入 室 し て 左 側 に 立 つ 。 他 の 司 官 及 び 参 加 者 は 、
こ の 二 人 の 間 を く ぐ り 、 儀 典 司 官 （ Ｐ ｔ ） 、 ハ イ エ レ イ ア （ Ｈ ｒ ） 、 ヘ ゲ モ ン （ Ｈ ｇ ） 、 ダ
ド ウ コ ス （ Ｄ ｄ ） 、 ス ト リ ス ト リ ア （ Ｓ ｔ ） 、 東 の 守 護 者 （ Ｅ Ｇ ） 、 南 の 守 護 者 （ Ｓ Ｇ ） 、
西 の 守 護 者 （ Ｗ Ｇ ） 、 北 の 守 護 者 （ Ｎ Ｇ ） 、 そ の 他 の 参 加 者 （ 東 南 西 北 側 ） の 順 で 入 室 す る 。

そ れ ぞ れ は 入 室 す る 際 に セ ン チ ネ ル に 剣 を 突 き つ け ら れ 、 ケ ル ッ ク ス の 耳 に ロ ッ ジ の パ ス
ワ ー ド を 囁 か ね ば な ら な い 。 ケ ル ッ ク ス は 正 し い パ ス ワ ー ド を 聞 い た な ら 頷 い て 、 先 に 行 か



- 6 -

せ る 。 セ ン チ ネ ル は 参 加 者 の 人 数 を 確 認 す る 。

Ｈ ｔ ： 「 ケ ル ッ ク ス よ 、 全 て の 者 が 正 し い パ ス ワ ー ド で 応 じ た か 。 」

Ｋ ｘ ： 「 全 て パ ス ワ ー ド を 告 げ し 者 な り 。 神 殿 の 首 領 よ 。 」

Ｈ ｔ ： 「 セ ン チ ネ ル よ 、 参 集 す べ き 者 は 集 ま り し か 。 」

Ｓ ｅ ： 「 呼 集 さ れ し 者 す べ て 集 い た り 。 神 殿 の 首 領 よ 。 」

祭 壇 の 西 に 立 ち 東 を 向 い て 言 う 。
Ｈ ｔ ： 「 ヘ カ ス ヘ カ ス エ ス テ ベ ベ ロ イ Ｉ ∴ Ｏ ∴ Ｓ ∴ － － － ロ ッ ジ の 兄 弟 姉 妹 た ち よ 。

こ の 作 業 の 場 に 、 上 位 の 神 殿 へ の 接 点 と な る 地 上 の 神 殿 を 建 立 せ ん が た め 、 わ れ ら は
集 い た り 。 ロ ッ ジ の 神 殿 を 開 設 す る た め 兄 弟 姉 妹 の 力 と 形 を 結 集 せ ん 。 」

Ｐ ｔ ： 「 水 と 火 の 浄 化 」

Ｈ ｔ ： 「 ス ト リ ス ト リ ア よ 、 神 殿 を 水 で 浄 化 せ よ 。 」

Ｓ ｔ は 、 補 助 祭 壇 の ゴ ブ レ ッ ト を 取 り 上 げ 、 東 か ら 始 め て 南 、 西 、 北 と 神 殿 の 四 方 に ゴ ブ レ
ッ ト の 塩 水 を 滴 ら せ る 。 そ の や り 方 は 最 初 、 右 手 の 三 本 の 指 を 浸 し 、 壁 に 向 か い ３ 回 振 っ た 後
に 、 そ の 場 で 右 回 り に 回 転 し 祭 壇 の 方 に ３ 回 振 る 。 指 を 動 か す 軌 跡 が 、 そ れ ぞ れ 三 角 形 を 構 成
す る よ う に 行 う 。 北 で こ の 動 作 を 終 了 し た 後 、 東 を 通 過 し て 反 転 し 自 分 の 座 に 戻 り 、 ゴ ブ レ ッ
ト を 戻 し た 後 に 、 宣 言 す る 。
Ｓ ｔ ： 「 神 殿 を 水 で 浄 化 し た 。 」

Ｈ ｔ ： 「 ダ ド ウ コ ス よ 、 神 殿 を 火 で 聖 別 せ よ 。 」

Ｄ ｄ は 、 補 助 祭 壇 の 香 炉 を 取 り 上 げ 、 東 か ら 始 め て 南 、 西 、 北 と 神 殿 の 四 方 を 香 炉 で 薫 蒸 す
る 。 そ の や り 方 は 最 初 、 壁 に 向 か い ３ 回 振 り 込 ん だ 後 に 、 そ の 場 で 右 回 り に 回 転 し 祭 壇 の 方 に
３ 回 振 り 込 む 。 香 炉 を 動 か す 軌 跡 が 、 そ れ ぞ れ 三 角 形 を 構 成 す る よ う に 行 う 。 北 で こ の 動 作 を
終 了 し た 後 、 東 を 通 過 し て 自 分 の 座 に 戻 り 、 香 炉 を 戻 し た 後 に 、 宣 言 す る 。
Ｄ ｄ ： 「 神 殿 を 火 で 聖 別 し た 。 」

Ｈ ｔ ： 「 場 を も ち た る 者 は 、 そ の 姿 形 を 纏 う べ し 。 」
Ｈ ｔ は 顔 の な い ア ケ フ ァ ロ ス の 姿 形 を ま と う 。 各 司 官 は 自 分 の 《 可 視 の 場 》 に 相 応 す る エ ジ

プ ト 神 の 姿 形 を 纏 う 準 備 を 行 う 。 す な わ ち 背 後 に 視 覚 化 し た 神 の 巨 大 な 像 を 維 持 す る 。
フ ォ ー ム

各 方 位 の 守 護 者 は 、 対 応 す る ケ ル ブ の 神 聖 獣 の 姿 形 を 纏 う 。 各 司 官 の 姿 形 を 確 認 し た 後 、 Ｈ
ｔ は そ の 姿 形 を 空 間 に 焼 き 付 け る 。

Ｈ ｔ は 祭 壇 の 方 を 向 い て 、 《 ヴ ェ ー ル を 開 く 》 合 図 を 行 う 。 そ の 後 、 祭 壇 の 剣 を 取 上 げ 、 東
に 面 す る 。

Ｈ ｔ は 東 に 行 き 、 座 し た Ｈ ｇ の 前 に 立 ち 、 剣 を 垂 直 に 捧 げ 持 ち な が ら 、 そ の 柄 を 額 に 当 て 、
神 聖 名 「 Ｉ Ｈ Ｖ Ｈ 」 を 振 動 さ せ る 。 同 時 に 白 輝 光 を 天 空 か ら 引 き 寄 せ 、 自 ら の ケ テ ル を 通 し て
テ ィ フ ァ レ ト に 引 き 入 れ る 。

Ｈ ｔ は 剣 の 柄 を 胸 の 位 置 に 移 し 、 神 名 「 Ａ Ｓ Ｒ 」 を 白 い 火 文 字 で テ ィ フ ァ レ ト の 上 に 刻 印 す
る 。 そ の の ち 、 「 Ａ Ｓ Ｒ 」 を 三 回 振 動 さ せ る 。 一 回 目 は 自 分 の な か で 、 二 回 目 は 剣 の 刃 を 倒 し 、
Ｈ ｇ の 胸 に 当 て な が ら 自 分 と Ｈ ｇ の 内 部 で 、 三 回 目 は Ｈ ｇ の な か だ け で 振 動 さ せ る 。

Ｈ ｔ は 「 C o m m u n i c a n t e s 」 と 唱 え な が ら 自 分 の テ ィ フ ァ レ ト に Ａ Ｓ Ｒ の 薔 薇 十 字 の シ ギ ル を 形
成 し 、 「 e t Diem S a c r a t i s s i m u m 」 と 唱 え な が ら Ｈ ｇ の テ ィ フ ァ レ ト に 投 射 し 、 Ｈ ｇ の 背 後 の 神
の像を強く引き寄せ、「 C e l e b r a n t e s Forma D i e m 」 と 唱 え な が ら オ シ リ ス の 神 の 姿 形 を Ｈ ｇ に
重 ね 会 わ せ る 。

こ れ ら の 手 順 は 、 Ｈ ｔ と Ｈ ｇ の 共 同 作 業 で あ る 。
Ｈ ｇ は Ｈ ｔ の 誘 導 に 従 い 、 一 連 の 伝 達 を 強 く 視 覚 化
し な さ い 。 両 者 を 結 ぶ エ ー テ ル 的 な リ ン ク を 通 じ て 、
Ｈ ｔ の 魔 術 的 意 志 が 流 れ 込 み 、 Ｈ ｇ の 魔 術 的 意 志 と 融
合 し 、 強 固 な 姿 形 を 創 造 す る よ う に 努 力 せ よ 。
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同 じ 形 成 を 、 次 の 順 序 で 行 う 。

Ｄ ｄ ： 「 Ａ Ｄ Ｎ Ｉ 」
「 Ｓ ｈ Ｉ Ｔ ｈ 」

Ｈ ｒ ： 「 Ａ Ｈ Ｉ Ｈ 」
「 Ａ Ｓ Ｔ ｈ 」

Ｓ ｔ ： 「 Ａ Ｇ Ｌ Ａ 」
「 Ｎ Ｂ Ｔ 」

Ｋ ｘ 、 Ｓ ｅ 、 Ｐ ｔ 及 び 四 方 位 の 守 護 者 た ち は 、 そ の 間 に 自 力 で 神 の 姿 形 を 纏 う 。

Ｐ ｔ ： 「 四 門 の 開 放 と 四 壁 の 設 定 。
し も ん し へ き

参 列 者 は 祭 壇 を 向 い て お 座 り 下 さ い 。 」

全 員 が 祭 壇 の 方 を 向 く 。 Ｈ ｔ は 、 Ｈ ｇ に 命 ず る 。
Ｈ ｔ ： 「 ヘ ゲ モ ン よ 、 風 の 門 を 開 き 、 神 殿 の 東 壁 を 設 定 せ よ 。 」

Ｈ ｇ は 力 の 剣 を も ち 、 北 東 に 行 き 、 神 殿 の 東 の 壁 沿 い に そ れ を 水 平 に 走 ら す 。 東 側 に 座 る 参
加 者 の 前 を 横 切 る と き は 、 剣 で 肩 に 触 れ て い く 。 た だ し 、 《 牡 牛 》 と 《 人 間 》 の 守 護 者 に 触 れ
て は な ら な い 。 再 び 、 東 の 中 央 に 戻 り 、 エ ノ ク 語 と ヘ ブ ル 語 の 名 前 を 振 動 さ せ な が ら 、 剣 で 、
そ れ ぞ れ の 五 芒 星 と サ イ ン を 描 く 。

Ｈ ｇ ： 「 Ｅ Ｘ Ａ Ｒ Ｐ 」 「 Ａ Ｈ Ｉ Ｈ 」
霊 の 均 衡 能 動 の 召 喚 の 五 芒 星 を 描 き 霊 の サ イ ン を 入 れ る 。

Ｈ ｇ ： 「 Ｏ Ｒ Ｏ Ｉ Ｂ Ａ Ｈ Ａ Ｏ Ｚ Ｐ Ｉ 」 「 Ｉ Ｈ Ｖ Ｈ 」
風 の 召 喚 の 五 芒 星 を 描 き 、 中 央 に 宝 瓶 宮 の サ イ ン を 入 れ る 。

Ｈ ｇ は 祭 壇 に 向 き 直 り 、 Ｈ ｔ に 告 げ た 後 、 剣 を 額 に 押 し 当 て る 。
Ｈ ｇ ： 「 風 の 門 を 開 き 、 神 殿 の 東 壁 を 設 定 し た 。 」

Ｈ ｔ は 、 Ｈ ｇ の 返 事 を 確 認 し た 後 、 Ｄ ｄ に 命 ず る 。
Ｈ ｔ ： 「 か く あ れ か し 。 ダ ド ウ コ ス よ 、 火 の 門 を 開 き 、 神 殿 の 南 壁 を 設 定 せ よ 。 」

Ｄ ｄ は 祭 壇 か ら 杖 （ 剣 ） を 取 り 、 南 東 に 行 き 、 神 殿 の 南 の 壁 沿 い に そ れ を 水 平 に 走 ら す 。 南
側 に 座 る 参 加 者 の 前 を 横 切 る と き は 、 杖 （ 剣 ） で そ の 肩 に 軽 く 触 れ る 。 た だ し 、 《 人 間 》 と
《 獅 子 》 の 守 護 者 に 触 れ て は な ら な い 。 再 び 、 南 の 中 央 に 戻 り 、 エ ノ ク 語 と ヘ ブ ル 語 の 名 前 を
振 動 さ せ な が ら 、 杖 （ 剣 ） で 、 そ れ ぞ れ の 五 芒 星 と サ イ ン を 描 く 。

Ｄ ｄ ： 「 Ｂ Ｉ Ｔ Ｏ Ｍ 」 「 Ａ Ｈ Ｉ Ｈ 」
霊 の 均 衡 能 動 の 召 喚 の 五 芒 星 を 描 き 霊 の サ イ ン を 入 れ る 。

Ｄ ｄ ： 「 Ｏ Ｉ Ｐ Ｔ Ｅ Ａ Ａ Ｐ Ｅ Ｄ Ｏ Ｃ Ｅ 」 「 Ａ Ｌ Ｈ Ｉ Ｍ 」
火 の 召 喚 の 五 芒 星 を 描 き 、 中 央 に 獅 子 宮 の サ イ ン を 入 れ る 。

Ｄ ｄ は 祭 壇 の 西 に 戻 り Ｈ ｔ に 告 げ た 後 、 杖 （ 剣 ） を 額 に 押 し 当 て 祭 壇 に 戻 す 。
Ｄ ｄ ： 「 火 の 門 を 開 き 、 神 殿 の 南 壁 を 設 定 し た 。 」

Ｈ ｔ は 、 Ｄ ｄ の 返 事 を 確 認 し た 後 、 Ｈ ｒ に 命 ず る 。
Ｈ ｔ ： 「 か く あ れ か し 。 ハ イ エ レ イ ア よ 、 水 の 門 を 開 き 、 神 殿 の 西 壁 を 設 定 せ よ 。 」
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Ｈ ｒ は 祭 壇 か ら 盃 を 取 り 、 南 西 に 行 き 、 神 殿 の 西 の 壁 沿 い に そ れ を 水 平 に 走 ら す 。 西 側 に 座
る 参 加 者 の 前 を 横 切 る と き は 、 盃 に 右 手 の 指 を 浸 し 、 額 に 液 体 を つ け る 。 た だ し 、 《 獅 子 》 と
《 鷲 》 の 守 護 者 に 触 れ て は な ら な い 。 再 び 、 西 の 中 央 に 戻 り 、 エ ノ ク 語 と ヘ ブ ル 語 の 名 前 を 振
動 さ せ な が ら 、 盃 で そ れ ぞ れ の 五 芒 星 と サ イ ン を 描 く 。

Ｈ ｒ ： 「 Ｈ Ｃ Ｏ Ｍ Ａ 」 「 Ａ Ｇ Ｌ Ａ 」
霊 の 均 衡 受 動 の 召 喚 の 五 芒 星 を 描 き 霊 の サ イ ン を 入 れ る 。

Ｈ ｒ ： 「 Ｅ Ｍ Ｐ Ｅ Ｈ Ａ Ｒ Ｓ Ｅ Ｌ Ｇ Ａ Ｉ Ｏ Ｌ 」 「 Ａ Ｌ 」
水 の 召 喚 の 五 芒 星 を 描 き 、 中 央 に 天 蠍 宮 の サ イ ン を 入 れ る 。

Ｈ ｒ は 祭 壇 の 西 に 戻 り Ｈ ｔ に 告 げ た 後 、 盃 か ら ひ と く ち 飲 み 祭 壇 に 戻 す 。
Ｈ ｒ ： 「 水 の 門 を 開 き 、 神 殿 の 西 壁 を 設 定 し た 。 」

Ｈ ｔ は 、 Ｈ ｒ の 返 事 を 確 認 し た 後 、 Ｓ ｔ に 命 ず る 。
Ｈ ｔ ： 「 か く あ れ か し 。 ス ト リ ス ト リ ア よ 、 地 の 門 を 開 き 、 神 殿 の 北 壁 を 設 定 せ よ 。 」

Ｓ ｔ は 塩 皿 を も ち 、 北 西 に 行 き 、 神 殿 の 北 の 壁 沿 い に そ れ を 水 平 に 走 ら す 。 北 側 に 座 る 参 加
者 の 前 を 横 切 る と き は 、 皿 の 塩 を ひ と つ ま み 額 に 降 り か け る 。 た だ し 、 《 鷲 》 と 《 牡 牛 》 の 守
護 者 に 触 れ て は な ら な い 。 再 び 、 北 の 中 央 に 戻 り 、 エ ノ ク 語 と ヘ ブ ル 語 の 名 前 を 振 動 さ せ な が
ら 、 皿 で 、 そ れ ぞ れ の 五 芒 星 と サ イ ン を 描 く 。

Ｓ ｔ ： 「 Ｎ Ａ Ｎ Ｔ Ａ 」 「 Ａ Ｇ Ｌ Ａ 」
霊 の 均 衡 受 動 の 召 喚 の 五 芒 星 を 描 き 霊 の サ イ ン を 入 れ る 。

Ｓ ｔ ： 「 Ｅ Ｍ Ｏ Ｒ Ｄ Ｉ Ａ Ｌ Ｈ Ｅ Ｃ Ｔ Ｅ Ｇ Ａ 」 「 Ａ Ｄ Ｎ Ｉ 」
地 の 召 喚 の 五 芒 星 を 描 き 、 中 央 に 金 牛 宮 の サ イ ン を 入 れ る 。

Ｓ ｔ は 祭 壇 の 西 に 戻 り Ｈ ｔ に 告 げ た 後 、 皿 の 塩 を ひ と つ ま み 口 に 入 れ 祭 壇 に 戻 す 。
Ｓ ｔ ： 「 地 の 門 を 開 き 、 神 殿 の 北 壁 を 設 定 し た 。 」

Ｈ ｔ は 、 Ｓ ｔ の 返 事 を 確 認 す る 。
Ｈ ｔ ： 「 か く あ れ か し 」

Ｈ ｔ ： 「 四 門 は 開 放 さ れ た 。 神 秘 な る 周 行 を 光 と 闇 の 小 径 に 起 こ す べ し 。 」

Ｐ ｔ ： 「 竜 の 周 行 。
こ の 神 秘 な る 《 竜 の 周 行 》 に よ り 、 上 空 か ら 光 の 渦 が 、 下 方 か ら 闇 の 渦 が 召 喚 さ れ 、
祭 壇 を 縦 軸 と し て 、 神 殿 全 体 を 光 と 闇 の 二 重 螺 旋 の な か に 包 み 込 む 。 」

Ｈ ｇ が 最 初 に 右 回 り に 動 き 始 め る 。 Ｄ ｄ 、 Ｈ ｒ 、 Ｓ ｔ が 追 う 。
神 殿 の 東 を 通 過 す る と き 《 ホ ル ス の サ イ ン 》 を 円 周 上 に な し 、 Ｈ ｇ は １ 回 、 Ｄ ｄ は ２ 回 、

Ｈ ｒ と Ｓ ｔ は ３ 回 通 過 し た 後 、 自 分 の 場 に 戻 る 。

Ｈ ｔ ： 「 神 秘 な る 周 行 は 完 成 し 、 天 の 竜 は 降 下 せ り 。 」

Ｐ ｔ ： 「 四 聖 獣 の 宣 言 」

Ｈ ｔ ： 「 わ れ は 四 聖 獣 の 守 護 者 を 呼 ば ん 」

Ｅ Ｇ ： 「 わ れ は 《 人 間 》 の 象 徴 を ま と い た り 。 宝 瓶 宮 の 時 代 に お い て 、 そ れ は 時 の 始 ま り か ら
ア ク エ リ ア ン ・ エ イ ジ

継 承 さ れ し 、 友 邦 団 を 表 象 せ り 。 人 の 子 と そ の 造 り 主 の 絆 を 結 ば ん が た め に 、 祭 壇 に
こ れ を 捧 げ ん 。 」

Ｅ Ｇ は 進 み 出 て 、 《 人 間 》 の タ リ ズ マ ン を 置 く 。

Ｈ ｇ ： 「 か く あ れ か し 」

Ｓ Ｇ ： 「 わ れ は 《 獅 子 》 の 象 徴 を ま と い た り 。 愛 と 勇 気 の 与 え 手 な り 。 心 臓 に 隠 さ れ し 、 真 実
の 意 味 を 知 ら し め る た め に 、 祭 壇 に こ れ を 捧 げ ん 。 」

Ｓ Ｇ は 進 み 出 て 、 《 獅 子 》 の タ リ ズ マ ン を 置 く 。
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Ｄ ｄ ： 「 か く あ れ か し 」

Ｗ Ｇ ： 「 わ れ は 《 鷲 》 の 象 徴 を ま と い た り 。 人 の 子 に 言 葉 を 授 け し 者 な り 。 太 陽 の 目 を も つ 者
よ 、 透 明 な る 水 晶 の 視 野 を 与 え る た め 、 祭 壇 に こ れ を 捧 げ ん 。 」

Ｗ Ｇ は 進 み 出 て 、 《 鷲 》 の タ リ ズ マ ン を 置 く 。

Ｈ ｒ ： 「 か く あ れ か し 」

Ｎ Ｇ ： 「 わ れ は 《 牡 牛 》 の 象 徴 を ま と い た り 。 力 と 忍 耐 の 授 け 手 な り 。 人 の 子 の く び き の 下 に
あ る 地 上 の す べ て の 獣 に 代 わ り 、 慈 悲 の 心 を 与 え る た め 、 祭 壇 に こ れ を 捧 げ ん 。 」

Ｎ Ｇ は 進 み 出 て 、 《 牡 牛 》 の タ リ ズ マ ン を 置 く 。

Ｓ ｔ ： 「 か く あ れ か し 」

Ｐ ｔ ： 「 聖 な る 象 徴 の 開 示 」

Ｈ ｔ は 祭 壇 の 西 か ら Ｈ ｇ に 語 り か け る 。
Ｈ ｔ ： 「 ヘ ゲ モ ン よ 、 汝 は こ の 神 殿 で 特 別 な 役 を 担 い た り 。 そ の 役 割 を 明 か し た ま え 。 」

Ｈ ｇ ： 「 わ れ の 座 は 、 東 方 よ り 来 る 光 を 象 徴 す る 座 な り 。 そ は 《 黄 金 の 夜 明 け 》 の 輝 き で あ り 、
わ れ ら の 暗 き 意 識 を 導 く 光 明 な り 。 こ の 光 な し に は 、 大 い な る 仕 事 は 始 ま ら ざ る 。
し か ら ば 、 神 殿 に お け る わ が 役 割 は 、 光 の 座 を 守 護 し 、 秩 序 と 調 和 を も た ら す も の な
り 。 」

Ｈ ｔ ： 「 汝 の 支 え た る 門 の 彼 方 の 光 に 敬 礼 せ ん 。 」
Ｈ ｔ は 祭 壇 の 西 か ら 東 方 に 片 膝 を つ い て 跪 拝 す る 。

Ｈ ｔ は 祭 壇 の 北 に 廻 り 、 Ｄ ｄ に 語 り か け る 。
Ｈ ｔ ： 「 ダ ド ウ コ ス よ 、 汝 の も ち た る 聖 な る 象 徴 を 解 き 明 か し た ま え 。 」

Ｄ ｄ は 補 助 祭 壇 か ら 小 さ な 切 石 を 持 ち 上 げ 、 言 う 。
Ｄ ｄ ： 「 わ れ が も ち た る も の は 、 Ｒ ∴ Ａ ∴ 、 粗 き 切 石 な り 。

わ れ ら の 今 を 表 す 、 《 不 完 全 な る 人 間 》 の 象 徴 で あ る 。 」

Ｈ ｔ ： 「 わ れ ら が 見 て 、 そ の 意 味 を 心 に 刻 め る よ う 、 象 徴 を 祭 壇 に 置 き た ま え 。 」
Ｄ ｄ は 象 徴 の 石 を 中 央 の 祭 壇 に 置 き 、 戻 る 。

Ｈ ｔ は 祭 壇 の 東 に 回 り 、 Ｈ ｒ に 語 り か け る 。
Ｈ ｔ ： 「 ハ イ エ レ イ ア よ 、 汝 は こ の 神 殿 で 特 別 な 役 を 担 い た り 。 そ の 役 割 を 明 か し た ま え 。 」

Ｈ ｇ ： 「 わ れ の 座 は 、 西 方 の 地 平 線 に 潜 む 闇 を 象 徴 す る 座 な り 。 そ は 冥 き 沈 黙 の 輝 き で あ り 、
神 秘 を 覆 い 隠 す ヴ ェ ー ル な り 。 こ の 闇 の 保 護 な し に は 、 世 界 は 巨 大 な る 神 秘 の 炎 に よ
り 破 壊 さ れ 、 大 い な る 仕 事 は 未 完 の ま ま 挫 折 せ ん 。 し か ら ば 、 神 殿 に お け る わ が 役 割
は 、 闇 の 座 を 守 護 し 、 混 沌 と 忘 却 を 手 懐 け る も の な り 。 」

Ｈ ｔ ： 「 汝 の 支 え た る 門 の 彼 方 の 闇 に 敬 礼 せ ん 。 」
Ｈ ｔ は 祭 壇 の 東 か ら 西 方 に 片 膝 を つ い て 跪 拝 す る 。

Ｈ ｔ は 祭 壇 の 南 に 廻 り 、 Ｓ ｔ に 語 り か け る 。
Ｈ ｔ ： 「 ス ト リ ス ト リ ア よ 、 汝 の も ち た る 聖 な る 象 徴 を 解 き 明 か し た ま え 。 」

Ｓ ｔ は 補 助 祭 壇 か ら 小 さ な 切 石 を 持 ち 上 げ 、 言 う 。
Ｓ ｔ ： 「 わ れ が も ち た る も の は 、 Ｐ ∴ Ａ ∴ 、 完 全 な 切 石 な り 。

わ れ ら が い ず れ 到 達 す べ き 、 《 完 全 な る 人 間 》 の 象 徴 で あ る 。 」

Ｓ ｔ ： 「 わ れ ら が 見 て 、 そ の 意 味 を 心 に 刻 め る よ う 、 象 徴 を 祭 壇 に 置 き た ま え 。 」
Ｓ ｔ は 象 徴 の 石 を 中 央 の 祭 壇 に 置 き 、 戻 る 。

Ｈ ｔ は 祭 壇 の 西 に 行 き 、 東 を 向 い て 立 つ 。
Ｈ ｔ ： 「 わ れ は 宣 言 す る 。 Ｉ ∴ Ｏ ∴ Ｓ ∴ － － － ロ ッ ジ の 神 殿 は 設 定 さ れ た 。
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Ｐ ｔ ： 「 地 上 の 神 殿 は 設 定 さ れ た 。 こ れ よ り 上 位 神 殿 と の 接 合 が 実 施 さ れ る 。 」

Ｈ ｔ ： 「 こ の 儀 式 の 目 的 は 、 光 と 闇 の 神 殿 を 建 立 す る こ と に あ る 。 今 や そ の 地 上 部 分 は 設 定 さ
れ 、 聖 別 さ れ た 。 残 る 内 的 神 殿 の 設 定 を 行 う 必 要 が あ る 。 わ れ ら を 取 り 囲 む ア ス ト ラ
ル 神 殿 を 視 覚 化 せ ん 。 目 を 閉 じ 、 わ が 言 葉 に 従 い て 、 強 く 視 覚 化 さ れ よ 。
わ れ ら の 周 り に 、 石 を 刻 ん だ 巨 大 な 柱 の 列 が 現 れ 、 こ の ロ ッ ジ を 円 形 に 取 り 囲 む 。
そ の 柱 は 丸 屋 根 を 支 え 、 フ レ ス コ 画 と モ ザ イ ク 模 様 で 飾 ら れ た 天 井 が 見 え る 。
天 井 か ら 吊 る さ れ た 青 銅 の ラ ン プ か ら 柔 ら か な 光 が 漏 れ 、 繊 細 な 石 の 細 工 が 伺 え る 。
わ れ ら の 足 の 下 に は 、 白 と 黒 の 大 理 石 の 敷 石 が 、 市 松 模 様 の 床 と し て 広 が っ て い る 。
そ の 中 央 に は 、 白 い 大 理 石 の 立 方 体 が ふ た つ 重 ね て 祭 壇 と な り 、 黄 金 の 祭 壇 覆 い が か
け て あ る 。 こ れ は 《 贖 い の 祭 壇 》 で あ る 。 祭 壇 の 上 に は 、 輝 け る 聖 盃 が 白 絹 の 覆 い を
か け て 置 か れ て い る 。 」

Ｈ ｇ ： 「 東 に は 、 高 い 檀 の 上 に 玉 座 が 置 か れ て い る 。 こ れ は 《 栄 光 の 玉 座 》 な り 。
玉 座 の 背 後 に は 、 黄 金 色 、 薔 薇 色 、 琥 珀 色 の ガ ラ ス で 組 ま れ た 窓 が あ り 、 大 天 使 ラ フ
ァ エ ル が 立 っ て い る 。 ラ フ ァ エ ル は 、 太 陽 の 黄 金 の 光 を 纏 い 、 手 に 星 の 光 を 携 え て い
る 。 こ こ は 、 《 調 和 と 癒 し 》 の 場 な り 。 」

Ｈ ｒ ： 「 《 栄 光 の 玉 座 》 の 対 極 、 西 側 に は 、 小 さ な 玉 座 が あ り 、 玉 座 の 背 板 に は 鷲 の 姿 が 刻
ん で あ る 。 玉 座 の 背 後 に は 、 青 色 、 緑 色 、 ト ル コ 石 色 の ガ ラ ス で 組 ま れ た 窓 が 開 い て
い る 。 こ れ は 《 明 瞭 な 霊 視 》 の 座 で あ り 、 大 天 使 ガ ブ リ エ ル が 控 え る 。 か れ は 内 観 と
自 我 に 対 す る 知 識 を も た ら す 。 」

Ｄ ｄ ： 「 南 側 に は 、 獅 子 の 姿 を 刻 ん だ 小 さ な 玉 座 が あ り 、 赤 色 と 黄 金 色 の ガ ラ ス で 組 ま れ た 窓
が あ る 。 軍 団 の 長 、 大 天 使 ミ カ エ ル が こ の 場 に 控 え 、 《 愛 と 勇 気 》 を も た ら す 。 」

Ｓ ｔ ： 「 北 側 に は 、 牡 牛 の 姿 を 刻 ん だ 小 さ な 玉 座 が あ り 、 黒 枠 に 小 豆 色 、 オ リ ー ブ 色 、 黄 色 の
ガ ラ ス で 組 ま れ た 窓 が あ る 。 大 天 使 ウ リ エ ル が こ の 場 に 控 え 、 《 忍 耐 と 持 久 》 を も た
ら す 。 」

Ｈ ｔ ： 「 こ れ ら の 大 天 使 は 、 主 の 僕 に し て 、 そ れ ぞ れ の 方 位 の 徳 目 と わ れ ら を 仲 介 す る 者 な り 。
今 、 か れ ら は 《 贖 い の 祭 壇 》 に 集 い 、 自 ら を 主 に 捧 げ た り 。 わ れ ら も 《 地 上 の 祭 壇 》
に 集 い 、 か れ ら の ひ そ み に な ら わ ん 。 」

全 員 が 祭 壇 を 取 り 囲 む 。

Ｈ ｔ ： 「 腕 を 組 み 、 手 と 手 を 取 り て 、 わ れ ら の オ ー ラ を ひ と つ に 融 け 合 わ せ よ う 。
無 敵 な る 主 の 顕 現 に あ ず か り て 、 わ れ ら の 霊 魂 を ひ と つ と な し 、 聖 盃 に 注 ぎ 込 ま ん 。
そ を も ち て 、 こ の 神 殿 は 栄 光 の 場 と な ら ん 。 」

全 員 が 手 を 組 み 人 間 の 輪 の な か に 祭 壇 を 包 み 込 む 。 手 を 放 す こ と な く 次 を 唱 え る 。
Ａ Ｍ ： 「 主 よ 。 わ れ ら は 自 ら を 捧 げ ん 。 わ が 心 臓 と 霊 魂 は 、 汝 へ の 絶 ゆ る こ と な き 供 物 と な ら

ん 。 汝 が 御 手 の 技 の 裔 を 受 け 、 汝 の 意 志 の ま ま に 与 え 、 奪 い た ま え 。 ア ー メ ン 。 」

Ａ Ｍ ： 「 聖 な る か な 、 汝 、 宇 宙 の 主 よ ！
聖 な る か な 、 汝 、 自 然 の 造 ら ざ る 者 よ ！
聖 な る か な 、 汝 、 広 大 に し て 強 大 な る 者 よ ！
光 と 闇 の 主 よ 。 」

全 員 が 手 を 放 し 、 元 の 座 に 戻 る 。
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第 ３ 章 春 分 の 祝 祭

Ｈ ｔ ： 「 わ れ ら 春 分 点 を 祝 祭 せ ん 。 」

Ｐ ｔ ： 「 諸 神 の 召 喚 」

Ｈ ｔ は 東 に 面 す る 。
Ｈ ｔ ： 「 こ こ に 《 生 ま れ な き 》 者 を 召 喚 せ ん 」

Ｈ ｔ ： 「 わ れ 汝 を 召 喚 す 、 ア ケ フ ァ ロ ス よ 。
汝 、 地 と 天 を 造 り し 者 よ 。
汝 、 昼 と 夜 を 造 り し 者 よ 。
汝 、 闇 と 光 を 造 り し 者 よ 。
汝 は 、 Ｒ Ａ － Ｈ Ｒ Ｖ － Ｋ Ｔ Ｈ Ｉ 、 完 全 者 た る わ れ な り 、 何 人 も か っ て 目 に せ ぬ 者 な り 。
汝 は 、 イ ア ベ ズ ペ ー 。
汝 は 、 イ ア ア ポ フ ラ ッ ツ ヨ ド 。
汝 は 、 正 と 不 正 を 分 か ち た る 。
汝 は 、 女 と 男 を 造 り た る 。
汝 は 、 種 と 果 実 を 生 み た る 。
汝 は 、 人 を 互 い に 愛 し あ い 、 憎 み あ う べ く 造 り た る 。 」

Ｈ ｔ ： 「 わ れ は Ｂ Ｇ Ｄ 。 汝 の 密 儀 、 す な わ ち 光 と 闇 の 魔 術 を 託 さ れ し 、 汝 の 予 言 者 な り 。
汝 、 湿 と 乾 を あ ら わ し 、 す べ て の 生 命 を 造 り 、 育 み 、 滅 ぼ す も の な り 。
汝 、 わ が 声 を 聞 く べ し 。 わ れ は 、 無 垢 な る 蒼 穹 の 天 使 な れ ば な り 。
こ は 、 汝 の 預 言 者 に つ け ら れ し 名 前 な り 。 」

Ｈ ｇ は 東 を 向 い て 立 ち 、 東 の 神 殿 の 壁 の 彼 方 に 聳 え 立 つ 巨 大 な オ シ リ ス 女 神 の 立 像 を 視 覚 化
す る 。 意 識 の 焦 点 を 女 神 の 目 に 向 け 、 精 神 で 神 の オ ー ラ に 接 触 す る 。
Ｈ ｇ ： 「 わ が 声 を 聞 け 、 Ａ Ｓ － Ａ Ｒ よ ！

汝 、 恐 る べ き 不 可 視 の 神 よ 。
汝 、 霊 の 虚 の 場 所 に 住 ま う 者 よ 。
汝 は 、 人 の 姿 を 取 り し 蛇 な り 。
汝 は 、 宇 宙 を 調 停 す る 者 な り 。
汝 は 、 神 殿 の 支 配 者 な り 。
わ が 声 を 聞 け 、 そ し て す べ て の 霊 を わ れ に 従 わ し め よ 。
さ れ ば 、 す べ て の 蒼 穹 の 霊 、 エ ー テ ル の 霊 、 地 の 上 の 霊 、 地 の 下 の 霊 、
陸 の 霊 、 海 の 霊 、 渦 巻 く 風 の 霊 、 逆 巻 く 炎 の 霊 、 神 の あ ら ゆ る 呪 詛 と 懲 罰 を 、
わ れ に 服 従 せ し め ん 。 」

Ｄ ｄ は 南 を 向 い て 立 ち 、 南 の 神 殿 の 壁 の 彼 方 に 聳 え 立 つ 巨 大 な セ ト ＝ テ ユ フ ォ ー ン 神 の 立 像
を 視 覚 化 す る 。 意 識 の 焦 点 を 神 の 目 に 向 け 、 精 神 で 神 の オ ー ラ に 接 触 す る 。
Ｄ ｄ ： 「 わ が 声 を 聞 け 、 Ａ Ｐ Ｖ － Ｐ Ｒ Ｓ h ！

汝 、 恐 る べ き 不 可 視 の 神 よ 。
汝 、 霊 の 虚 の 場 所 に 住 ま う 者 よ 。
汝 は 、 否 定 す る 霊 な り 。
汝 は 、 真 夜 中 の 天 空 な り 。
汝 は 、 苦 き 知 恵 の 支 配 者 な り 。
わ が 声 を 聞 け 、 そ し て す べ て の 霊 を わ れ に 従 わ し め よ 。
さ れ ば 、 す べ て の 蒼 穹 の 霊 、 エ ー テ ル の 霊 、 地 の 上 の 霊 、 地 の 下 の 霊 、
陸 の 霊 、 海 の 霊 、 渦 巻 く 風 の 霊 、 逆 巻 く 炎 の 霊 、 神 の あ ら ゆ る 呪 詛 と 懲 罰 を 、
わ れ に 服 従 せ し め ん 。 」

Ｈ ｒ は 西 を 向 い て 立 ち 、 西 の 神 殿 の 壁 の 彼 方 に 聳 え 立 つ 巨 大 な イ シ ス 女 神 の 立 像 を 視 覚 化 す
る 。 意 識 の 焦 点 を 女 神 の 目 に 向 け 、 精 神 で 神 の オ ー ラ に 接 触 す る 。
Ｈ ｒ ： 「 わ が 声 を 聞 け 、 Ａ Ｓ Ｔ ｈ － Ｒ Ｎ Ｎ Ｖ Ｔ ｈ ！

汝 、 恐 る べ き 不 可 視 の 神 よ 。
汝 、 霊 の 虚 の 場 所 に 住 ま う 者 よ 。
汝 は 、 宇 宙 の 母 な り 。
汝 は 、 全 き 闇 な り 。
汝 は 、 魔 術 の 支 配 者 な り 。
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わ が 声 を 聞 け 、 そ し て す べ て の 霊 を わ れ に 従 わ し め よ 。
さ れ ば 、 す べ て の 蒼 穹 の 霊 、 エ ー テ ル の 霊 、 地 の 上 の 霊 、 地 の 下 の 霊 、
陸 の 霊 、 海 の 霊 、 渦 巻 く 風 の 霊 、 逆 巻 く 炎 の 霊 、 神 の あ ら ゆ る 呪 詛 と 懲 罰 を 、
わ れ に 服 従 せ し め ん 。 」

Ｓ ｔ は 北 を 向 い て 立 ち 、 北 の 神 殿 の 壁 の 彼 方 に 聳 え 立 つ 巨 大 な ネ フ シ ス 神 の 立 像 を 視 覚 化 す
る 。 意 識 の 焦 点 を 神 の 目 に 向 け 、 精 神 で 神 の オ ー ラ に 接 触 す る 。
Ｓ ｔ ： 「 わ が 声 を 聞 け 、 Ｎ Ｂ Ｔ － Ｈ Ｔ Ｉ ！

汝 、 恐 る べ き 不 可 視 の 神 よ 。
汝 、 霊 の 虚 の 場 所 に 住 ま う 者 よ 。
汝 は 、 暗 き 闇 を 支 配 す る 新 月 の 女 神 な り 。
汝 は 、 遙 か な 高 み を 泳 ぐ 黒 き 頭 蓋 骨 な り 。
汝 は 、 真 実 を も た ら す 羽 毛 を 携 え る 者 な り 。
わ が 声 を 聞 け 、 そ し て す べ て の 霊 を わ れ に 従 わ し め よ 。
さ れ ば 、 す べ て の 蒼 穹 の 霊 、 エ ー テ ル の 霊 、 地 の 上 の 霊 、 地 の 下 の 霊 、
陸 の 霊 、 海 の 霊 、 渦 巻 く 風 の 霊 、 逆 巻 く 炎 の 霊 、 神 の あ ら ゆ る 呪 詛 と 懲 罰 を 、
わ れ に 服 従 せ し め ん 。 」

Ｈ ｔ は 祭 壇 の 西 か ら 東 に 面 し て 両 手 を 広 げ 祭 壇 に 主 神 を 召 喚 す る 。
Ｈ ｔ ： 「 わ れ 、 汝 を 召 喚 す 、 生 ま れ な き 者 よ ！

汝 、 恐 る べ き 不 可 視 の 神 よ 。
汝 、 霊 の 虚 の 場 所 に 住 ま う 者 よ 。
汝 は 、 Ｖ Ｒ － Ｈ Ｒ Ｖ 、 古 き 天 帝 な り 。
汝 は 、 Ｒ Ａ － Ｈ Ｒ Ｖ － Ｋ Ｔ Ｈ Ｉ 、 真 昼 の 太 陽 な り 。
汝 は 、 Ｈ Ｒ Ｖ － Ｐ Ａ － Ｋ Ｒ Ａ Ｔ h 、 無 垢 な る 幼 子 な り 。
汝 は 、 生 ま れ な き 者 に し て 、 宇 宙 の 守 護 者 な り 。
わ が 声 を 聞 け 、 そ し て す べ て の 霊 を わ れ に 従 わ し め よ 。
さ れ ば 、 す べ て の 蒼 穹 の 霊 、 エ ー テ ル の 霊 、 地 の 上 の 霊 、 地 の 下 の 霊 、
陸 の 霊 、 海 の 霊 、 渦 巻 く 風 の 霊 、 逆 巻 く 炎 の 霊 、 神 の あ ら ゆ る 呪 詛 と 懲 罰 を 、
わ れ に 服 従 せ し め ん 。 」

Ｈ ｇ ： 「 こ れ は 神 々 の 主 な り 。
こ れ は 宇 宙 の 主 な り 。
こ れ は 風 の 恐 れ る 者 な り 。
こ れ は そ の 命 に よ り 声 を 造 り し 、 万 物 と 無 の 支 配 者 な り 。 」

Ｈ ｔ ： 「 わ が 声 を 聞 け 、 そ し て す べ て の 霊 を わ れ に 従 わ し め よ 。
さ れ ば 、 す べ て の 蒼 穹 の 霊 、 エ ー テ ル の 霊 、 地 の 上 の 霊 、 地 の 下 の 霊 、
陸 の 霊 、 海 の 霊 、 渦 巻 く 風 の 霊 、 逆 巻 く 炎 の 霊 、 神 の あ ら ゆ る 呪 詛 と 懲 罰 を 、
わ れ に 服 従 せ し め ん 。 」

Ｈ ｒ ： 「 わ れ は 汝 の も と に 行 か ず 、 汝 が わ が も と に 来 た れ り 。
星 と 、 夜 と 、 稲 妻 の 彩 る 空 間 に 、
汝 が い ず こ を さ ま よ う と も 、 常 に わ が も と に 帰 り 来 た り 。
わ れ は 天 の 空 虚 に 住 ま え り 。
汝 が こ の 座 所 を 訪 れ し と き 、 汝 は ま さ に 知 る 。
炎 と 煙 の 柱 を と お し て 、 汝 は 上 り 、 ま た 下 り ぬ 。
不 死 鳥 の ご と く 、 翼 は 焼 か れ 、 ま た 蘇 る 。
そ は 汝 の 真 実 の 名 な り 。 」

Ｈ ｔ ： 「 わ れ は か れ な り 、 生 ま れ な き 者 な り 。 足 元 に 目 を も つ 者 な り 。
強 大 に し て 不 滅 の 火 な り 。
わ れ は か れ な り 、 真 実 な り 。
わ れ は か れ な り 、 世 界 に 悪 の は び こ る を 厭 う 者 な り 。
わ れ は か れ な り 、 稲 妻 を 発 し 、 雷 鳴 を 轟 か す 。
わ れ は か れ な り 、 地 に 生 命 の 雨 を 降 ら し た り 。
わ れ は か れ な り 、 口 よ り 火 を 発 す る 者 な り 。
わ れ は か れ な り 、 子 を 造 り 、 光 へ と 顕 現 す る 者 な り 。
わ れ は か れ な り 、 世 界 の 恩 寵 な り 。
蛇 を ま と い し 心 臓 こ そ 、 わ が 名 前 な り 。
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汝 、 来 た り て わ れ に 従 い 、 す べ て の 霊 を わ れ に 服 従 せ し め よ 。
さ れ ば 、 す べ て の 蒼 穹 の 霊 、 エ ー テ ル の 霊 、 地 の 上 の 霊 、 地 の 下 の 霊 、
陸 の 霊 、 海 の 霊 、 渦 巻 く 風 の 霊 、 逆 巻 く 炎 の 霊 、 神 の あ ら ゆ る 呪 詛 と 懲 罰 を 、
わ れ に 服 従 せ し め ん 。 イ ア オ 、 サ バ オ 。 か く の ご と き 言 葉 な り 。 」

Ｐ ｔ ： 「 内 な る 神 殿 に 《 三 重 に 偉 大 な る 神 》 は 降 臨 せ り 。
春 分 は 到 来 せ り 、 宇 宙 の 主 を 讃 え ん 。 」

Ｈ ｇ ： 「 宇 宙 の 主 を 讃 え ん 。
聖 な る か な 、 汝 、 風 の 主 よ 。
蒼 穹 を 創 り し も の よ 、 来 た り て 春 分 を 祝 せ よ 。 」

Ｄ ｄ ： 「 宇 宙 の 主 を 讃 え ん 。
聖 な る か な 、 汝 、 火 の 主 よ 。
栄 光 の 座 を 示 す も の よ 、 来 た り て 春 分 を 祝 せ よ 。 」

Ｈ ｒ ： 「 宇 宙 の 主 を 讃 え ん 。
聖 な る か な 、 汝 、 水 の 主 よ 。
創 造 の と き 深 淵 の 面 を 歩 き し も の よ 、 来 た り て 春 分 を 祝 せ よ 。 」

Ｓ ｔ ： 「 宇 宙 の 主 を 讃 え ん 。
聖 な る か な 、 汝 、 地 の 主 よ 。
自 ら 座 す べ き 大 地 を 造 り し も の よ 、 来 た り て 春 分 を 祝 せ よ 。 」

Ｈ ｔ ： 「 宇 宙 の 主 を 讃 え ん 。
聖 な る か な 、 汝 、 万 物 を 生 み し も の よ 。
森 羅 万 象 は 、 汝 の な か に あ り 、
わ が 右 手 を 天 に 伸 ば せ ば 、 そ こ に 汝 あ り 、 （ 右 手 を 上 に ）
わ が 左 手 を 冥 府 に 伸 ば せ ば 、 そ こ に も 汝 あ り 、 （ 左 手 を 下 に ）
わ が 腕 を 組 め ば 、 そ こ に も 汝 あ り 。 （ 腕 を 組 む ）
汝 の も の は 、 躍 動 す る 《 風 》 な り 。 （ 東 面 ）
汝 の も の は 、 燃 え る 炎 の 《 火 》 な り 。 （ 南 面 ）
汝 の も の は 、 満 ち 引 き す る 《 水 》 な り 。 （ 西 面 ）
汝 の も の は 、 堪 え 忍 び 定 ま る 《 地 》 な り 。 （ 北 面 ）
わ が 心 臓 の 光 輪 は 回 転 せ り 、 来 た り て 春 分 を 祝 せ よ 。 」

Ｓｔ：「Ｉ I I I I I I 」－－－Ｈｔ：「 I p s i s s i m i s I s i s」
Ｄ ｄ ： 「 Ａ A A A A A A 」 － － － Ｈ ｔ ： 「 A d Astra Apophem」
Ｈ ｒ ： 「 Ｏ O O O O O O 」 － － － Ｈ ｔ ： 「 O m n e s Omnium O s i r i d e m」
Ｈｇ：「ＩI I I I I IＡ A A A A A AＯ O O O O O O」

Ｐ ｔ ： 「 宇 宙 の 主 の 賛 歌 は 終 了 せ り 。 聞 け 、 神 殿 の う か ら よ 。 」

Ｈ ｔ は 祭 壇 の 東 に 周 り 、 西 を 向 く 。

Ｈ ｔ ： 「 春 分 は 来 た れ り 。 昼 と 夜 は 均 衡 せ り 。 」

Ｈ ｔ ： 「 深 き 闇 に 拝 礼 す 。 」 ホ ル ス の サ イ ン

Ｈ ｒ ： 「 犬 狼 星 の 輝 き は 去 れ り 、 数 多 の 母 な る 神 々 は 退 き 、 大 い な る 子 の 時 代 が 訪 れ ん 。 」
Conuertere anima m e a in requiem t u a m .」

Ｈ ｔ ： 「 A V E FIRMAMENTUM T E R R E N U M PER TESSERAM M A G N A ・・・」
鈴 を ６ 回 鳴 ら す 。 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

Ｈ ｔ ： 「 全 き 光 に 拝 礼 す 。 」 ハ ー ポ ク ラ テ ス の サ イ ン

Ｈ ｇ ： 「 墓 所 の 柱 は 切 り 倒 さ れ ぬ 、 生 と 死 は 等 価 な ら ん 。
Vita quidem nomen vita, opus autem m o r s e s t .」
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Ｈ ｔ ： 「 A V E FIRMAMENTUM COELESTEM P E R TESSERAM M A G N A ・・・」
鈴 を ６ 回 鳴 ら す 。 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

Ｐ ｔ ： 「 パ ス ワ ー ド は 交 換 さ れ た 。 ハ ー ポ ク ラ テ ス の 世 が 始 ま ら ん 。 」

Ｈ ｔ は 祭 壇 か ら 離 れ 、 東 に 行 く 。
そ れ ぞ れ の 方 位 の 壁 に 面 し た Ｈ ｒ 、 Ｓ ｔ 、 Ｄ ｄ の 三 司 官 は 佇 立 し た ま ま 、 神 殿 を 囲 む 魔 法 円

を 青 白 い 炎 の 円 環 と し て 視 角 化 し 、 そ の 魔 法 円 に 意 識 と 意 志 を 投 射 し て 、 炎 を 激 し く 燃 え 盛 ら
せ 、 神 殿 内 部 が 完 全 な 結 界 と し て 存 在 す る よ う に 強 化 せ よ 。 （ 四 大 の 門 は そ の ま ま ）

Ｈ ｇ は 、 炎 の 魔 法 円 の 東 端 に 「 風 の 門 」 を 強 く 視 覚 化 し 、 そ こ か ら 熱 く 湿 っ た 風 の イ メ ー ジ
が 吹 き 込 む 様 子 を 、 意 識 と 意 志 を 総 動 員 し て 誘 導 せ よ 。 神 殿 の 内 部 を 軽 快 な 風 の 霊 気 が 渦 を 巻
い て 疾 駆 す る 有 り 様 を 感 じ な さ い 。

Ｈ ｔ は 東 を 向 い て 跪 拝 す る 。
Ｈ ｔ ： 「 か そ け き 薄 明 の 水 平 線 よ り 黄 金 の 光 が 訪 わ ん 。 」

Ｐ ｔ ： 「 司 官 を 除 く 参 列 者 は 東 を 向 い て 目 を 閉 じ て 下 さ い 。
そ し て 、 身 体 の 力 を 抜 き 、 ゆ っ く り と 呼 吸 し て 下 さ い 。 東 の 方 角 に 真 暗 な 水 平 線 を イ
メ ー ジ し ま す 。 見 渡 す 限 り 島 影 も 、 沖 の 漁 り 火 も 見 え ず 、 た だ ひ た す ら 凪 の 海 面 が ゆ
っ た り と 広 が る 大 海 原 を 強 く 想 像 し て 下 さ い 。 身 体 の 力 を 抜 い て 、 イ メ ー ジ の 世 界 に
身 を ゆ だ ね て 下 さ い 。
ぼ ん や り と し た 黒 い 帯 に し か 見 え な い 水 平 線 の 上 に は 、 雲 ひ と つ な い 透 明 な 夜 空 の ス
ク リ ー ン に 数 え 切 れ な い ほ ど の 星 が 輝 い て い ま す 。 左 の 水 平 線 か ら 右 の 天 頂 付 近 ま で 、
か す か な 白 い 粉 を 蒔 い た よ う な 光 の 帯 が 闇 夜 を 横 切 っ て い ま す 。 そ れ は ミ ル キ ー ウ エ
イ と も よ ば れ る 銀 河 、 天 の 川 で す 。
（ し ば し の 沈 黙 ・ ・ ・ ）
あ な た の 左 手 の 方 角 に 意 識 を 向 け て 下 さ い 。 左 の 濃 い 闇 の な か に は 、 北 方 の 巨 大 な 山
脈 に 守 ら れ た 聖 な る 頂 が あ り ま す 。 幾 重 に も 折 り 重 な る 山 々 の 背 後 に 、 ひ と き わ 高 く
聳 え る 山 の 頂 に 、 人 間 の 存 在 し な い 神 殿 が あ り ま す 。 地 の 霊 に 守 ら れ た 神 殿 は 、 雪 を
頂 く 白 い 山 肌 の 頂 上 付 近 に あ り 、 凍 結 し た 岩 盤 に 直 接 彫 り 込 ま れ て い ま す 。 そ こ は 北
の 門 、 ザ ホ ン と 呼 ば れ る 神 々 の 集 会 場 で し た 。 神 殿 は 古 へ の 神 々 の 座 で も あ り ま す 。
今 は 古 き 神 々 が 訪 れ る こ と も な く 無 住 の 神 殿 と な っ た 岩 穴 の 大 広 間 に は 、 人 間 の 背 丈
よ り も 高 い 黒 い 玄 武 岩 の 祭 壇 が あ り 、 白 い 骨 の よ う な も の が 供 え て あ り ま す 。 そ れ は
地 の 塩 で す 。 錬 金 術 の ３ 原 理 の う ち 、 灰 の な か に 潜 む も の 、 大 地 の 不 動 の 性 質 の 根 源 、
結 晶 す る 鉱 物 の 種 、 神 の 不 変 の 英 知 を 表 す も の で す 。 地 の 塩 は 濃 い 闇 の な か で 自 ら 光
を 発 す る ご と く 、 白 い 宝 石 の 粉 の よ う に 輝 い て い ま す 。
（ し ば し の 沈 黙 ・ ・ ・ ）
次 に あ な た の 右 手 の 方 角 に 意 識 を 向 け て 下 さ い 。 右 の 濃 い 闇 の な か に は 、 南 方 の 広 大
な 砂 丘 が 広 が っ て い ま す 。 乾 い た 砂 が ゆ っ く り と 動 く 砂 丘 の な か に は 、 埋 没 し た 金 属
の 神 殿 が あ り 、 熱 を も っ た 純 鉄 の 塔 が 砂 の 上 に 先 端 を 見 せ て い ま す 。 古 の 神 々 が 特 別
な 目 的 の た め に 建 立 し た 金 属 製 の 神 殿 は 、 も と よ り 人 間 の 訪 れ る 場 所 で は な く 、 炎 熱
を 糧 と す る 火 の 霊 が 金 属 の 表 面 を 磨 き 、 神 殿 の 床 の 塵 を 灼 い て い ま す 。 眠 り に つ い た
古 き 神 々 の 来 臨 も 絶 え た 空 虚 な 神 殿 の 塔 の 最 上 階 に は 、 生 け 贄 の 獣 を ま る ご と 焼 け る
よ う な 坩 堝 を 模 し た 祭 壇 が あ り 、 闇 の な か で 乾 い た 熱 気 と か す か な 光 を 放 っ て い ま す 。
そ の 上 を 覗 き 込 め ば 、 赤 く 燃 え る 気 体 が 激 烈 な 炎 の 舌 を 放 っ て い る の が 見 え る で し ょ
う 。 そ れ は 硫 黄 の 精 気 、 錬 金 術 の ３ 原 理 の う ち 最 も 苛 烈 な 力 で す 。 全 て を 焼 き 尽 く す
炎 で あ り 、 灼 か れ た 素 材 で も あ る 硫 黄 の ゆ ら め く 光 は 、 永 遠 に 創 造 し 続 け る 神 の 真 理
を 表 し て い ま す 。
（ し ば し の 沈 黙 ・ ・ ・ ）
振 り 向 く こ と な く 背 中 の 方 角 に 意 識 を 向 け て 下 さ い 。 あ な た の 背 後 に は 、 測 り し れ ぬ
暗 黒 の 深 淵 が 広 が り 、 あ な た の 背 骨 を 冷 や や か な 湿 っ た も の が 触 れ て い き ま す 。 人 間
の 限 ら れ た 心 に お い て 、 背 後 の 空 間 は 神 秘 の 潜 む 方 角 、 い つ か は 訪 れ る 死 が 佇 む 場 所
で も あ り ま す 。 後 ろ の 凝 集 し た 闇 の な か に は 、 終 わ る こ と の な い 水 の 面 が ひ ろ が り 、
そ の 底 知 れ ぬ 深 み に は 海 龍 の 骨 を 組 ん だ 神 殿 が 海 中 を 漂 っ て い ま す 。 無 数 の 貝 殻 や 海
草 で 覆 わ れ て 元 の 形 さ え さ だ か で な い 流 線 型 の 神 殿 は 、 水 の 娘 達 に か し ず か れ 海 流 に
乗 っ て 無 限 の 海 を さ ま よ っ て い ま す 。 そ の ぬ る ぬ る と し た 骨 組 み の 中 心 に は 、 ピ ン ク
色 の 珊 瑚 で 床 を 敷 き 詰 め た 広 間 が あ り 、 巨 大 な 二 枚 貝 が 天 蓋 つ き の 祭 壇 と し て 据 え ら
れ て い ま す 。 成 長 し た 種 目 鮫 を 一 呑 み に で き そ う な 巨 大 な 貝 の な か に は 、 か す か に 動
く 生 き た 貝 柱 と や わ ら か な 肉 の 舌 が う ご め い て お り 、 そ の 重 な り 合 っ た 貝 の 肉 布 団 の
奥 に は 真 珠 の か わ り に 銀 色 の 重 い 液 体 が 闇 の な か で 輝 い て い ま す 。 ひ と と き も 安 定 せ
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ず 、 揺 れ 動 く 金 属 の 液 体 は 水 銀 の 精 髄 、 錬 金 術 の ３ 原 理 の う ち 、 変 化 す る 物 質 の 性 質
を 示 し て い ま す 。 そ れ 故 に 、 メ ル ク リ ウ ス の 霊 は 神 の 生 命 を 表 し 、 人 間 に お い て は 生
命 力 の 核 で あ り 、 同 時 に 荒 々 し い 無 意 識 の 深 み そ の も の で も あ り ま す 。 暗 く 冷 た い 深
海 の 重 み と 、 そ の 膨 大 な 水 の 塊 の 奥 底 で 、 変 転 す る 水 銀 の 輝 き を 見 つ め て 下 さ い 。
（ し ば し の 沈 黙 ・ ・ ・ ）
再 び 意 識 を 正 面 の 海 に 戻 し て 下 さ い 。 そ し て 、 海 か ら 吹 く 暖 か い 風 を 感 じ て 下 さ い 。
そ れ は 、 あ な た の 全 身 を や わ ら か く 撫 で て い き ま す 。 全 て を 覆 い 隠 す 夜 の や さ し さ を
風 の な か に 感 じ て 下 さ い 。 あ な た の 左 、 右 、 そ し て 後 ろ に は 超 越 的 な 錬 金 術 の ３ 原 理
が 、 元 素 霊 に か し ず か れ て 存 在 し ま し た 。 し か し 、 あ な た の 前 に ひ ろ が る の は 人 間 を
拒 絶 し な い 自 然 の 風 景 、 暖 か な 夜 の ま ど ろ み の な か に 抱 か れ た 海 と 空 の 調 和 の 情 景 で
す 。
そ し て 、 こ の 目 覚 め る 直 前 の 夢 に も 似 た お ぼ ろ な 光 景 に も 変 化 が 生 じ ま す 。
あ な た の 心 の 目 の 前 で 、 空 と 海 を 分 け る 水 平 線 が は っ き り と 見 え る よ う に な っ て き ま
し た 。 夜 空 の 星 が 瞬 き 始 め 、 東 の 空 が 徐 々 に 明 る く 、 白 み 始 め ま す 。 闇 が 勢 い を 失 い
灰 色 の モ ノ ト ー ン な 世 界 に 、 そ し て 幾 重 に も 染 め 上 げ た 版 画 の よ う に 、 色 が 徐 々 に 鮮
明 に な り 、 灰 色 が か っ た 黒 か ら 、 群 青 色 に 、 紺 色 か ら 碧 に 、 そ し て 青 か ら 水 色 に と 段
々 と 変 化 し て い き ま す 。 今 や 夜 の 時 刻 が 終 わ ろ う と し て い ま す 。 そ れ と 同 時 に 東 の 水
平 線 上 に 絹 糸 を 流 し た よ う な 雲 が 幾 筋 も あ ら わ れ 、 そ の 一 筋 一 筋 の 雲 の 下 半 分 が 白 く
浮 き 上 が っ て き ま す 。
も は や 水 平 線 は 空 と 海 の 間 を 区 切 る 明 瞭 な 直 線 で す 。 白 々 と し た 空 の 下 に 青 み を 帯 び
た 暗 い 海 の 表 面 が 細 波 を 走 ら せ て 何 か を 期 待 す る か の よ う に 待 っ て い ま す 。 風 が 光 を
運 ん で き ま し た 。 強 い 上 空 の 風 に 追 い 立 て ら れ 、 東 の 空 か ら 雲 の 帯 が 次 々 と 流 れ て き
ま す 。
水 平 線 が 黒 い 筋 か ら 白 い 線 に 、 そ し て そ の 中 央 が か す か な 赤 み を 帯 び て き ま し た 。 赤
い 水 平 線 は す ぐ に 黄 金 色 の 輝 き に 変 化 し て い き ま す 。 水 の 上 に 現 れ た 変 化 は 空 を も 塗
り 替 え ま す 。 東 の 雲 の 帯 は 下 半 分 が 黄 金 色 に 燃 え 上 が り 、 上 半 分 が 灰 色 に 織 り あ げ ら
れ た ２ 色 の 糸 の よ う で す 。
つ い に 東 の 水 平 線 は 目 映 く 燃 え 上 が り 、 中 央 が 膨 ら み 始 め ま し た 。 太 陽 の 出 現 す る 直
前 の 微 妙 な 変 化 が 、 薄 明 の 空 を 《 黄 金 の 夜 明 け 》 の 放 射 状 の 光 の 矢 で 飾 り ま す 。 太 陽
の 出 現 す る 方 角 の 海 は 赤 と 群 青 の 斑 の 帯 で 染 め 上 げ ら れ 、 太 陽 の 道 を ま っ す ぐ に あ な
た の 方 に 伸 ば し て き ま す 。 風 に 煽 ら れ た 海 が 波 立 ち 、 ざ わ め き 始 め ま す 。
風 が か す か な 音 楽 を 運 ん で き ま し た 。 聞 い た こ と も な い リ ズ ム で 、 人 間 の 言 葉 と は 違
い ま す が 歌 声 の よ う で す 。 空 と 海 が 太 陽 神 の 光 臨 を 喜 ん で 、 賛 美 歌 を 歌 っ て い る の で
す 。 そ し て 目 に 見 え な い 崇 拝 者 の 歌 声 に 迎 え ら れ て 、 御 来 光 が 走 り ま し た 。
世 界 が 躍 動 し ま す 。 爆 発 的 な 光 が 乱 舞 し 、 強 烈 な 力 の 塊 が 黄 金 の 光 輪 と な っ て 出 現 し
ま し た 。 一 瞬 に し て 、 闇 が 拭 い 去 ら れ 、 世 界 は 水 平 線 の 上 に ゆ っ く り と 姿 を 現 し た 天
の 火 の 源 の 支 配 下 に お か れ ま し た 。 太 陽 の 熱 と 光 が あ な た の 全 身 を 貫 き 、 細 胞 の ひ と
つ ひ と つ に 至 る ま で 揺 り 動 か し 、 活 性 化 し ま す 。 光 が 肉 体 の 暗 く 重 い 部 分 を 溶 か し て
い き ま す 。 あ な た の 肉 体 を 満 た す 、 純 粋 な 喜 び を 味 わ い な さ い 。 前 方 か ら 降 り 注 ぐ 光
は 、 や わ ら か な 風 と 一 体 化 し て あ な た の 肉 体 に 錬 金 術 的 な 変 化 を 与 え て い き ま す 。 今
よ り 夜 は 終 わ り 、 永 遠 の 朝 が 始 ま り ま す 。
（ し ば し の 沈 黙 ・ ・ ・ ）
静 か に 目 を 開 け て 下 さ い 。 イ メ ー ジ の 旅 は 終 わ り ま し た 。 」

Ｈ ｔ ： 「 ヘ ル メ ス の 技 は 成 就 し 、 黄 金 が も た ら さ れ た 。 」
Ｈ ｔ は 説 法 を 行 う 。

（ 春 分 点 の 意 味 ： タ ッ ト ワ の 潮 が 、 《 破 壊 の 潮 》 か ら 《 種 蒔 き の 潮 》 に 切 り 替 わ る 。
黄 金 の 夜 明 け の 図 版 の 意 味 ： ゲ ブ ラ ー の 真 紅 、 ゲ ド ゥ ラ ー の 青 、 イ ェ ソ ド の 紫 の 三 角 形
剣 を 持 つ 騎 乗 の 戦 神 と 笏 を 持 つ 王 座 の 神 、 剣 と 笏 を 併 せ 持 ち コ ク マ ー の 棒 と な し 、 ビ ナ ー の
杯 で 受 け る こ と 。 ３ 原 理 と ４ 元 素 の 融 和 。 等 々 ・ ・ ・ ）

Ｐ ｔ ： 「 春 分 点 は 通 過 せ り 。 ・ ・ ・ 聖 餐 を と も に せ ん 。 」
（ 注 ： 特 別 な 儀 式 を 行 う 場 合 は 、 こ の 部 分 で 行 う 。 繋 ぎ 方 は 以 下 の と お り 。

Ｐ ｔ の 「 春 分 点 は 通 過 せ り 。 ・ ・ ・ を せ ん が た め 、 ・ ・ ・ の 儀 式 が 執 り 行 わ れ る 。 」
・ ・ ・ 《 儀 式 実 施 》 ・ ・ ・
Ｐ ｔ の 「 ・ ・ ・ 儀 式 は 、 終 了 せ り 、 聖 餐 を と も に せ ん 。 」 ）

Ｈ ｔ は 祭 壇 の 西 に 立 ち 、 赤 灯 に 手 を か ざ す 。
Ｈ ｔ ： 「 ヨ ド NEQUAQVAM VACVVM」



- 16 -

Ｈ ｔ は 杯 の ワ イ ン を 飲 む 。
Ｈ ｔ ： 「 ヘ ー LIVERT A S EVANGELII」

Ｈ ｔ は 薔 薇 を 取 り 上 げ 香 を 嗅 ぐ 。
Ｈ ｔ ： 「 ヴ ァ ウ DEI GLORIA INTACTA」

Ｈ ｔ は パ ン に 塩 を ま ぶ し て 食 う 。
Ｈ ｔ ： 「 ヘ ー REGIS JUG U M」

Ｈ ｔ は 再 度 、 薔 薇 を 取 り 上 げ て 言 う 。
Ｈ ｔ ： 「 ヘ ゲ モ ン よ 。 わ れ 汝 を 招 く 。

わ れ と と も に こ の 薔 薇 の 香 を 《 風 》 の 象 徴 と し て 嗅 ぐ べ し 。 」

Ｈ ｇ は 祭 壇 の 東 に 立 ち 薔 薇 の 香 を 嗅 ぐ 。 次 に Ｈ ｔ は Ｈ ｇ の 手 を 取 り 赤 灯 に 手 を か ざ さ せ る 。
Ｈ ｔ ： 「 わ れ と と も に 、 こ の 神 聖 な る 《 火 》 の 温 か さ を 感 じ る べ し 。 」

Ｈ ｔ は パ ン を 塩 に ま ぶ し て 与 え 、
Ｈ ｔ ： 「 わ れ と と も に 《 地 》 の 象 徴 と し て 、 こ の パ ン と 塩 を 食 す べ し 」

Ｈ ｔ は 盃 を 取 っ て 与 え 、
Ｈ ｔ ： 「 さ れ ば 最 後 に 、 元 素 の 《 水 》 の 聖 別 さ れ し 紋 章 と し て 、

わ れ と と も に こ の 葡 萄 酒 を 飲 む べ し 」

Ｈ ｇ は 退 き 、 Ｈ ｔ は 祭 壇 の 東 に 回 り 、 南 に 面 す る 。 Ｄ ｄ が 進 み 出 る 。 以 後 、 同 じ プ ロ セ ス で
Ｈ ｒ と Ｓ ｔ に 四 大 の 象 徴 た る 聖 餐 を 与 え 、 そ の 後 に Ｋ ｘ 、 Ｓ ｅ 、 そ し て 四 聖 獣 の 守 護 者 、 参 列
者 と 進 み 、 全 員 が 聖 餐 を 受 け 終 わ っ た ら 、 Ｐ ｔ が 進 み 出 て 最 後 に 食 す 。 Ｈ ｔ は 祭 壇 の 東 か ら 宣
言 す る 。

Ｈ ｔ ： 「 わ れ ら が 食 せ し も の に よ り 、 わ れ ら に 光 と 闇 を 分 か ち 与 え た ま え 。
宇 宙 の 主 を 讃 え ん 。 」

Ａ Ｍ ： 「 聖 な る か な 、 汝 、 宇 宙 の 主 よ ！ （ ホ ル ス の サ イ ン ）
聖 な る か な 、 汝 、 自 然 の 造 ら ざ る 者 よ ！ （ 継 続 ）
聖 な る か な 、 汝 、 広 大 に し て 強 大 な る 者 よ ！ （ 継 続 ）
光 と 闇 の 主 よ ！ 」 （ ハ ー ポ ク ラ テ ス の サ イ ン ）
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第 ４ 章 神 殿 の 閉 鎖

Ｈ ｔ ： 「 ヘ カ ス ヘ カ ス エ ス テ ベ ベ ロ イ 。 Ｉ ∴ Ｏ ∴ Ｓ ∴ － － － ロ ッ ジ の 兄 弟 姉 妹 た ち よ 。
ロ ッ ジ の 神 殿 を 閉 鎖 す る わ れ を 助 け よ 。 」

Ｐ ｔ ： 「 水 と 火 の 浄 化 」

Ｈ ｔ ： 「 ス ト リ ス ト リ ア よ 、 神 殿 を 水 で 浄 化 せ よ 。 」

Ｓ ｔ が 最 初 と 同 じ 手 順 で 浄 化 し 、 告 げ る 。
Ｓ ｔ ： 「 神 殿 を 水 で 浄 化 し た 。 」

Ｈ ｔ ： 「 ダ ド ウ コ ス よ 、 神 殿 を 火 で 聖 別 せ よ 。 」

Ｄ ｄ が 最 初 と 同 じ 手 順 で 聖 別 し 、 告 げ る 。
Ｄ ｄ ： 「 神 殿 を 火 で 聖 別 し た 。 」

Ｐ ｔ ： 「 諸 神 へ の 賛 辞 」

Ｈ ｔ ： 「 宇 宙 を 領 し た ま う 《 三 重 に 偉 大 な る 神 》 に 感 謝 せ ん 。
輝 け る 鷲 、 Ｒ Ａ － Ｈ Ｒ Ｖ － Ｋ Ｔ Ｈ Ｉ よ 、 時 空 の 彼 方 に 戻 り た ま え 。 」

Ｓ ｔ ： 「 均 衡 を 領 し た ま う 《 双 子 の 女 神 》 に 感 謝 せ ん 。
大 地 の 貴 婦 人 、 Ｎ Ｂ Ｔ － Ｈ Ｔ Ｉ よ 、 霊 の 虚 の 場 所 に 戻 り た ま え 。 」

Ｈ ｒ ： 「 魔 術 を 制 し た ま う 《 黒 き 女 神 》 に 感 謝 せ ん 。
海 の 貴 婦 人 、 Ａ Ｓ Ｔ h － Ｒ Ｎ Ｎ Ｖ Ｔ h よ 、 霊 の 虚 の 場 所 に 戻 り た ま え 。 」

Ｄ ｄ ： 「 苦 き 知 恵 を 制 し た ま う 《 灼 熱 の 試 練 を 下 す 神 》 に 感 謝 せ ん 。
虚 空 の 領 主 、 Ａ Ｐ Ｖ － Ｐ Ｒ Ｓ h よ 、 霊 の 虚 の 場 所 に 戻 り た ま え 。 」

Ｈ ｇ ： 「 神 殿 を 領 し た ま う 《 死 し て 再 び 蘇 る 神 》 に 感 謝 せ ん 。
黄 泉 の 領 主 、 Ａ Ｓ Ｒ － Ｖ Ｎ － Ｎ Ｐ Ｒ よ 、 霊 の 虚 の 場 所 に 戻 り た ま え 。 」

Ｈ ｔ ： 「 神 秘 な る 逆 周 行 を 光 と 闇 の 小 径 に 起 こ す べ し 。 」

Ｐ ｔ ： 「 竜 の 逆 周 行 。
こ の 神 秘 な る 《 竜 の 逆 周 行 》 に よ り 、 祭 壇 を 軸 と し て 上 下 に 絡 み 合 っ た 光 と 闇 の 二 重
螺 旋 が 分 離 し 、 光 の 渦 は 上 方 に 、 闇 の 渦 は 下 方 に 去 っ て 行 く 。 」

Ｈ ｇ が 最 初 に 左 回 り に 動 き 始 め る 。 Ｓ ｔ 、 Ｈ ｒ 、 Ｄ ｄ が 追 う 。
神 殿 の 東 を 通 過 す る と き 《 ホ ル ス の サ イ ン 》 を 円 周 上 に な し 、 Ｈ ｇ は １ 回 、 Ｓ ｔ は ２ 回 、

Ｈ ｒ と Ｄ ｄ は ３ 回 通 過 し た 後 、 自 分 の 場 に 戻 る 。

Ｈ ｔ ： 「 神 秘 な る 逆 周 行 は 完 成 し 、 天 の 竜 は 上 昇 せ り 。 さ れ ば 《 宇 宙 の 主 》 を 讃 え ん 。 」

Ａ Ｍ ： 「 聖 な る か な 、 汝 、 宇 宙 の 主 よ ！ （ ホ ル ス の サ イ ン ）
聖 な る か な 、 汝 、 自 然 の 造 ら ざ る 者 よ ！ （ 継 続 ）
聖 な る か な 、 汝 、 広 大 に し て 強 大 な る 者 よ ！ （ 継 続 ）
光 と 闇 の 主 よ ！ 」 （ ハ ー ポ ク ラ テ ス の サ イ ン ）

Ｐ ｔ ： 「 四 門 の 閉 鎖 」

Ｈ ｔ は 、 祭 壇 の 南 に 廻 り Ｓ ｔ に 命 ず る 。
Ｈ ｔ ： 「 ス ト リ ス ト リ ア よ 、 神 殿 の 北 壁 を 解 放 し 、 地 の 門 を 閉 じ よ 。 」

Ｓ ｔ は 塩 皿 を も ち 、 北 東 に 行 き 、 反 時 計 廻 り に 神 殿 の 北 の 壁 沿 い に そ れ を 水 平 に 走 ら す 。
再 び 、 北 の 中 央 に 戻 り 、 皿 で そ れ ぞ れ の 五 芒 星 と サ イ ン を 描 く 。

Ｓ ｔ ： 「 Ｎ Ａ Ｎ Ｔ Ａ 」 「 Ａ Ｇ Ｌ Ａ 」
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霊 の 均 衡 受 動 の 追 儺 の 五 芒 星 を 描 き 霊 の サ イ ン を 入 れ る 。

Ｓ ｔ ： 「 Ｅ Ｍ Ｏ Ｒ Ｄ Ｉ Ａ Ｌ Ｈ Ｅ Ｃ Ｔ Ｅ Ｇ Ａ 」 「 Ａ Ｄ Ｎ Ｉ 」
地 の 追 儺 の 五 芒 星 を 描 き 、 中 央 に 金 牛 宮 の サ イ ン を 入 れ る 。

Ｓ ｔ は 祭 壇 の 北 に 戻 り Ｈ ｔ に 告 げ た 後 、 皿 の 塩 を ひ と つ ま み 口 に 入 れ 祭 壇 に 戻 す 。
Ｓ ｔ ： 「 神 殿 の 北 壁 を 解 放 し 、 地 の 門 を 閉 じ た 。 」

Ｈ ｔ は 、 Ｓ ｔ の 返 事 を 確 認 し た 後 、 祭 壇 の 東 に 廻 り Ｈ ｒ に 命 ず る 。
Ｈ ｔ ： 「 ハ イ エ レ イ ア よ 、 神 殿 の 西 壁 を 解 放 し 、 水 の 門 を 閉 じ よ 。 」

Ｈ ｒ は 祭 壇 か ら 盃 を 取 り 、 北 西 に 行 き 、 反 時 計 廻 り に 神 殿 の 西 の 壁 沿 い に そ れ を 水 平 に 走 ら
す 。 再 び 、 西 の 中 央 に 戻 り 、 そ れ ぞ れ の 五 芒 星 と サ イ ン を 描 く 。

Ｈ ｒ ： 「 Ｈ Ｃ Ｏ Ｍ Ａ 」 「 Ａ Ｇ Ｌ Ａ 」
霊 の 均 衡 受 動 の 追 儺 の 五 芒 星 を 描 き 霊 の サ イ ン を 入 れ る 。

Ｈ ｒ ： 「 Ｅ Ｍ Ｐ Ｅ Ｈ Ａ Ｒ Ｓ Ｅ Ｌ Ｇ Ａ Ｉ Ｏ Ｌ 」 「 Ａ Ｌ 」
水 の 追 儺 の 五 芒 星 を 描 き 、 中 央 に 天 蠍 宮 の サ イ ン を 入 れ る 。

Ｈ ｒ は 祭 壇 の 西 に 戻 り Ｈ ｔ に 告 げ た 後 、 盃 か ら ひ と く ち 飲 み 祭 壇 に 戻 す 。
Ｈ ｒ ： 「 神 殿 の 西 壁 を 解 放 し 、 水 の 門 を 閉 じ た 。 」

Ｈ ｔ は 、 Ｈ ｒ の 返 事 を 確 認 し た 後 、 祭 壇 の 北 に 廻 り Ｄ ｄ に 命 ず る 。
Ｈ ｔ ： 「 ダ ド ウ コ ス よ 、 神 殿 の 南 壁 を 解 放 し 、 火 の 門 を 閉 じ よ 。 」

Ｄ ｄ は 祭 壇 か ら 杖 （ 剣 ） を 取 り 、 南 西 に 行 き 、 反 時 計 廻 り に 神 殿 の 南 の 壁 沿 い に そ れ を 水 平
に 走 ら す 。 再 び 、 南 の 中 央 に 戻 り 、 そ れ ぞ れ の 五 芒 星 と サ イ ン を 描 く 。

Ｄ ｄ ： 「 Ｂ Ｉ Ｔ Ｏ Ｍ 」 「 Ａ Ｈ Ｉ Ｈ 」
霊 の 均 衡 能 動 の 追 儺 の 五 芒 星 を 描 き 霊 の サ イ ン を 入 れ る 。

Ｄ ｄ ： 「 Ｏ Ｉ Ｐ Ｔ Ｅ Ａ Ａ Ｐ Ｅ Ｄ Ｏ Ｃ Ｅ 」 「 Ａ Ｌ Ｈ Ｉ Ｍ 」
火 の 追 儺 の 五 芒 星 を 描 き 、 中 央 に 獅 子 宮 の サ イ ン を 入 れ る 。

Ｄ ｄ は 祭 壇 の 南 に 戻 り Ｈ ｔ に 告 げ た 後 、 杖 （ 剣 ） を 額 に 押 し 当 て 祭 壇 に 戻 す 。
Ｄ ｄ ： 「 神 殿 の 南 壁 を 解 放 し 、 火 の 門 を 閉 じ た 。 」

Ｈ ｔ は 、 Ｄ ｄ の 返 事 を 確 認 し た 後 、 祭 壇 の 西 に 廻 り Ｈ ｇ に 命 ず る 。
Ｈ ｔ ： 「 ヘ ゲ モ ン よ 、 神 殿 の 東 壁 を 解 放 し 、 風 の 門 を 閉 じ よ 。 」

Ｈ ｇ は 不 死 鳥 の 杖 を も ち 、 南 東 に 行 き 、 反 時 計 廻 り に 神 殿 の 東 の 壁 沿 い に そ れ を 水 平 に 走 ら
す 。

再 び 、 東 の 中 央 に 戻 り 、 剣 で そ れ ぞ れ の 五 芒 星 と サ イ ン を 描 く 。

Ｈ ｇ ： 「 Ｅ Ｘ Ａ Ｒ Ｐ 」 「 Ａ Ｈ Ｉ Ｈ 」
霊 の 均 衡 能 動 の 追 儺 の 五 芒 星 を 描 き 霊 の サ イ ン を 入 れ る 。

Ｈ ｇ ： 「 Ｏ Ｒ Ｏ Ｉ Ｂ Ａ Ｈ Ａ Ｏ Ｚ Ｐ Ｉ 」 「 Ｉ Ｈ Ｖ Ｈ 」
風 の 追 儺 の 五 芒 星 を 描 き 、 中 央 に 宝 瓶 宮 の サ イ ン を 入 れ る 。
Ｈ ｇ は 祭 壇 の 東 に 行 き 、 Ｈ ｔ に 告 げ た 後 、 剣 を 額 に 押 し 当 て る 。

Ｈ ｇ ： 「 神 殿 の 東 壁 を 解 放 し 、 風 の 門 を 閉 じ た 。 」

Ｐ ｔ ： 「 大 地 へ の 祈 り 」

Ｈ ｔ ： 「 神 殿 を 閉 じ る 前 に 、 わ れ ら よ り 声 小 さ き 者 た ち に 代 わ り 、 祈 り を 捧 げ ん 」

Ｓ Ｇ ： 「 主 よ 、 わ れ ら の 祈 り を 聞 き た ま え 。 わ れ ら の 友 邦 、 汝 の 被 造 物 、 生 命 の た め に 。
と り わ け 、 様 々 な 苦 痛 に 苛 ま れ る も の た ち の た め に 。
過 労 に て 、 食 料 不 足 に て 、 狩 ら れ て 、 生 命 失 い 苦 し む も の た ち に 。
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捕 獲 さ れ 不 当 に 扱 わ れ る も の た ち に 。
主 よ 、 か れ ら の た め に 、 汝 の 慈 愛 の 手 を 求 め ん 。 」

Ｗ Ｇ ： 「 主 よ 、 わ れ ら の 祈 り を 聞 き た ま え 。 声 な き も の ど も の た め に 。
山 々 に 、 岩 に 、 川 の 小 石 に 、 地 下 の 石 炭 に 、 さ ま ざ ま な 鉱 石 の 結 晶 に 。
か れ ら は 沈 黙 の な か で 微 睡 み た り 。 わ れ ら と は 違 う サ イ ク ル の 生 命 を 保 持 し な が ら 、
汝 の 御 手 に 運 ば れ 、 大 地 を 形 造 れ り 。
主 よ 、 汝 の 僕 と し て 、 か れ ら に 耐 え る 力 を 与 え た ま え 。 」

Ｎ Ｇ ： 「 主 よ 、 わ れ ら の 祈 り を 聞 き た ま え 。 大 地 の 輝 き と 喜 び に 、 感 謝 を 捧 げ ん 。
主 の 栄 光 は あ ま ね く 地 上 を 満 た し 、 わ れ ら に 恵 み を も た ら し た り 。
主 よ 、 地 母 神 た る 大 地 に 愛 と 祝 福 を 与 え た ま え 。 」

Ｅ Ｇ ： 「 主 よ 、 わ れ ら の 祈 り を 聞 き た ま え 。 汝 の 子 た る わ れ ら は 、 と り わ け 祈 ら ん 。
汝 の 愛 を わ れ ら の 弟 た ち 、 エ レ メ ン タ ル と 分 か つ こ と を 。
か れ ら も ま た 汝 の 真 実 と 光 を 仰 ぎ 見 た り 。
汝 の 愛 は あ ま ね く 、 全 て の 生 命 の 序 列 に 分 か ち 与 え ら れ る 。
か れ ら に も 究 極 の 贈 り 物 を 得 る 機 会 を 与 え た ま え 、 汝 の 生 命 の 火 花 を 、
わ れ ら が 不 死 の 霊 魂 と 呼 ぶ 分 光 を 。 」

Ａ Ｍ ： 「 主 よ 、 わ れ ら に 祝 福 あ れ 。 わ れ ら は 絶 え る こ と な く 汝 を 称 え ん 。 」

《 し ば し の 沈 黙 》

Ｈ ｔ ： 「 こ の 儀 式 に 参 集 さ れ し 、 す べ て の 神 々 、 大 天 使 、 天 使 、 長 老 た ち 、
こ の 儀 式 に 言 及 さ れ し 、 す べ て の 惑 星 霊 、 ダ イ モ ー ン 、 四 大 の 生 き 物 た ち よ 。
汝 ら の 助 力 に 感 謝 せ ん 。 平 安 の う ち に 元 の 場 所 に 戻 ら れ よ 。
Ｉ Ｈ Ｓ h Ｖ Ｈ と Ｉ Ｈ Ｖ Ｓ h Ｈ の 御 名 に お い て 、
こ の 儀 式 に よ り 拘 束 さ れ し 、 す べ て の 《 霊 》 を 解 放 せ ん 。 」

Ｈ ｔ は 祭 壇 に 向 き 直 る 。 全 員 が 祭 壇 を 向 く 。
Ｈ ｔ ： 「 わ れ は 宣 言 す る 。 地 上 の 神 殿 は 閉 鎖 せ り 。 」

Ｈ ｔ は 《 ヴ ェ ー ル を 閉 じ る 》 サ イ ン を 行 う 。

Ａ Ｍ ： 「 地 上 の 神 殿 は 閉 鎖 せ り 。 ア ー メ ン 。 」

Ｐ ｔ ： 「 参 加 者 退 出 」

Ｈ ｓ が 先 頭 に 逆 周 行 を 開 始 す る 。 Ｈ ｇ 、 Ｄ ｄ 、 Ｓ ｔ 、 四 聖 獣 の 守 護 者 、 東 の 参 加 者 、 南 の 参
加 者 、 西 の 参 加 者 、 北 の 参 加 者 の 順 で そ の 後 を 追 い 、 各 自 が ３ 度 周 行 し た ら 、 作 業 場 を 出 る 。
最 後 に 残 っ た Ｈ ｔ は 、 小 六 芒 星 及 び 小 五 芒 星 の 追 儺 儀 式 を 行 い 、 最 後 に 退 出 す る 。

も し 、 神 殿 の 魔 術 的 磁 気 作 用 が 残 存 し て い る よ う で あ れ ば 、 所 要 の 大 儀 礼 を 用 い て 、 完 全 に
追 儺 す る 。

法 衣 を 着 用 し て い る 場 合 は 沈 黙 の う ち に 着 替 え る 。
普 段 着 に 戻 り 、 儀 式 に つ い て の 個 人 的 メ モ （ 『 魔 法 日 記 』 用 ） を 終 わ る ま で 、 こ の 沈 黙 を 続

け る の が 望 ま し い 。 そ の 後 は 、 軽 い 食 事 、 飲 み 物 等 を 採 り 、 談 笑 し 、 地 上 に 帰 還 し た こ と を 自
分 自 身 に 印 象 づ け る こ と 。
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